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清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
四
七
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
田
　
中
　
智
　
幸
は
じ
め
に
志
怪
小
説
の
特
徴
と
し
て
、
一
篇
の
骨
子
を
成
す
怪
異
譚
と
よ
く
似
た
話
が
他
書
に
も
見
え
る
事
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
怪
異
譚
は
説
話
の
単
な
る
重
複
で
は
な
く
、
従
来
の
説
話
を
も
と
に
、
更
に
新
た
な
物
語
性
が
付
加
さ
れ
た
全
く
別
の
作
品
と
な
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
清
代
の
志
怪
小
説
に
は
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
、
そ
こ
に
は
『
捜
神
記
』『
捜
神
後
記
』
以
来
の
六
朝
志
怪
を
は
じ
め
と
す
る
説
話
を
材
料
に
し
て
、
新
た
な
志
怪
小
説
を
模
索
し
創
造
し
よ
う
と
す
る
作
者
の
著
作
態
度
が
伺
え
る
。
記
録
文
学
と
し
て
の
伝
承
を
担
う
と
い
う
、
志
怪
小
説
本
来
の
使
命
か
ら
意
図
的
に
逸
脱
を
図
る
姿
勢
に
対
し
て
は
、
蒲
松
齢
の
『
聊
斎
志
異
』
が
世
に
出
る
と
、
早
く
も
紀
昀
に
よ
っ
て
批
判
が
な
さ
れ
た
。
『
閲
微
草
堂
筆
記
』「
姑
妄
聴
之
」
に
載
せ
ら
れ
た
盛
時
彦
の
跋（注
１
）文に
は
「
先
生
、
嘗
て
曰
く
『
聊
斎
志
異
』
は
一
時
に
盛
行
す
。
然
れ
ど
も
才
子
の
筆
に
し
て
著
書
者
の
筆
に
非
ず
。
虞
初
以
下
、
干
宝
以
上
、
古
書
多
く
佚
す
。
其
の
見
る
可
き
完
帙
は
、
劉
敬
叔
『
異
苑
』、
陶
潜
『
続
捜
神
記
』
は
小
説
の
類
な
り
。『
飛
燕
外
伝
』『
会
真
記
』
は
伝
記
の
類
な
り
。『
太
平
広
記
』
は
事
ご
と
に
類
を
以
て
聚
む
。
故
に
併
び
収
む
可
し
。
今
、
一
書
に
し
て
二
体
を
兼
ぬ
。
未
だ
解
せ
ざ
る
所
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
聊
斎
志
異
』
は
才
子
の
筆
に
七
四
八
成
る
創
作
で
あ
っ
て
、
国
家
が
責
任
を
も
っ
て
保
存
す
べ
き
著
作
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
、
明
確
に
区
別
す
る
の
が
紀
昀
の
立
場
で
あ
り
、
前
野
直（
注
２
）
彬
氏
は
「
尋
常
の
怪
異
談
と
は
違
う
独
自
の
小
説
的
世
界
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
『
聊
斎
志
異
』
の
特
質
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
卑
見
に
よ
れ
ば
、
清
代
の
志
怪
小
説
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
潮
流
は
、『
聊
斎
志
異
』
の
み
な
ら
ず
、『
閲
微
草
堂
筆
記
』
『
子
不
語
』『
諧
鐸
』
等
に
も
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
小
論
で
は
、
こ
の
問
題
を
検
証
す
べ
く
、
清
代
を
代
表
す
る
こ
れ
ら
の
志
怪
小
説
の
中
か
ら
、
そ
の
典
型
例
と
思
わ
れ
る
作
品
を
手
が
か
り
に
、
清
代
志
怪
小
説
が
ど
の
よ
う
な
資
料
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
、
如
何
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
、
検
討
し
て
み
た
い
。
一
『
諧
鐸
』
の
著
者
、
沈
起
鳳
、
字
は
桐
威
。
薲
漁
ま
た
は
紅
心
詞
客
と
号
し
た
。
喬
雨
舟
の
『
諧
鐸
』「
校
点
後（注
３
）記」
に
拠
れ
ば
、
乾
隆
六
年
（
一
七
四
一
～
？
）
江
蘇
呉
県
（
今
の
蘇
州
）
の
人
。
生
平
の
事
跡
を
伝
え
る
資
料
は
乏
し
い
。
二
十
八
歳
で
挙
人
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
会
試
に
何
度
挑
む
も
及
第
せ
ず
、
安
徽
省
祁
門
県
の
県
学
の
教
官
と
な
っ
た
。
売
文
と
幕
僚
と
な
る
こ
と
で
生
計
を
立
て
た
が
、
窮
困
潦
倒
の
生
涯
で
あ
っ
た
。
卒
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
乾
隆
五
十
九
年
（
一
七
九
四
）
に
著
し
た
『
周
次
岳
公
八
旬
寿
序
』
と
『
馬
太
君
寿
序
』
と
に
よ
れ
ば
、
乾
隆
の
末
年
に
は
ま
だ
在
世
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
蒋
瑞
藻
の
『
小
説
考
証
』
巻
七
に
引
く
『
青
灯
軒
快
譚
』
に
は
「
諧
鐸
一
書
、
聊
斎
以
外
、
罕
有
匹
者
」
と
あ
る
。
魯
迅
の
『
中
国
小
説
史
略
』
に
は
、『
聊
斎
志
異
』
を
手
本
と
し
た
も
の
と
し
て
呉
門
の
沈
起
鳳
が
書
い
た
『
諧
鐸
』
十
巻
（
乾
隆
五
十
六
年
序
）
を
挙
げ
、「
意
味
内
容
が
滑
稽
に
過
ぎ
て
、
文
章
も
繊
細
す
ぎ
る
」
と
い
う
簡
単
な
記
述
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
『
諧
鐸
』
が
『
聊
斎
志
異
』
を
手
本
と
し
て
書
か
れ
た
と
い
う
魯
迅
の
指
摘
は
確
か
で
、
そ
れ
は
本
書
を
別
名
『
新
聊
斎
』
と
称
し
た
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
四
九
よ
う
に
蒲
松
齢
に
私
淑
し
て
い
た
事
が
伺
え
る
が
、
さ
ら
に
沈
起
鳳
は
『
聊
斎
志
異
』
以
外
の
書
に
つ
い
て
も
参
考
に
成
書
し
た
と
思
わ
れ
る
。
本
項
で
は
、
こ
の
筆
者
の
推
測
を
裏
付
け
る
典
型
的
な
作
品
と
し
て
『
諧
鐸
』
の
中
か
ら
巻
一
「
虎
痴
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
作
品
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
資
料
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
検
討
を
試
み
る
。
最
初
に
『
諧
鐸
』
巻
一
「
虎
痴
」
と
「
虎
痴
」
を
執
筆
す
る
に
際
し
て
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
聊
斎
志
異
』
巻
六
「
向
杲
」
の
全
文
を
掲
げ
る
。
読
み
易
さ
に
配
慮
し
て
、
資
料
は
適
宜
段
落
分
け
を
行
っ
て
い
る
。
秦
川
の
女
子
、
霍
小
媖
は
殊
色
有
り
。
父
、
豪
右
の
某
と
田
界
を
争
ひ
、
他
事
を
以
て
諸
官
に
誣し
ひ
ら
れ
、
竟
に
獄
に
斃
る
。
母
、
痛
哭
し
て
曰
く
、
家
に
男
子
無
し
。
誰
か
父
の
復
仇
者
と
為
る
者
ぞ
。
恐
る
ら
く
は
白
骨
冤
埋
し
、
終
に
千
秋
黒
獄
と
作
ら
ん
こ
と
を
、
と
。
女むすめ、
涕
を
含
み
て
進
み
て
曰
く
、
児
、
不
肖
に
し
て
髫
齢
稚
歯
、
趙
家
の
娥
と
作
る
能
は
ず
。
仇
人
を
得
て
之
を
殺
す
者
有
れ
ば
、
児
、
願
は
く
は
箕
箒
を
執
り
て
之
に
事
へ
ん
、
と
。
母
、
其
の
誠
に
鑑
み
、
日
々
其
の
言
を
以
て
諸
を
西
山
の
麓
に
祷
る
。
一
日
、
某
、
県
令
の
寿
を
祝
い
に
入
城
す
る
に
、
路
、
西
山
に
出
づ
れ
ば
、
虎
、
前
に
突
起
し
喉
を
噛
み
て
斃
す
を
聞
く
。
母
・
女
、
方
に
手
を
額
に
し
て
慶
ぶ
。
忽
ち
一
虎
、
尾
を
曳
き
て
来
た
り
、
徑
に
堂
上
に
登
る
。
母
女
、
色
を
変
じ
却
き
走
る
。
虎
、
徘
徊
瞻
眺
し
、
殊
に
悪
意
無
し
。
母
、
扉
を
闔
し
て
語
り
て
曰
く
、
今
日
、
某
を
道
に
殺
す
者
は
、
汝
に
非
ざ
る
か
、
と
。
虎
、
之
に
頷
く
。
母
曰
く
、
君
の
義
に
仗
り
、
我
が
前さき
の
仇
を
雪
ぐ
を
蒙
る
。
㷀
㷀
た
る
母
女
、
定
め
て
当
に
香
花
頂
礼
し
、
用
て
大
徳
に
酬
ゆ
べ
し
。
未
だ
識
ら
ず
、
降
臨
玉
趾
す
る
は
、
意
、
何
為
せ
ん
と
欲
す
る
、
と
。
虎
、
目
を
怒
ら
せ
て
視
る
こ
と
、
其
の
約
を
爽たが
ふ
る
者
を
憎
む
に
似
た
り
。
母
曰
く
、
汝
、
我
れ
を
食
言
す
る
と
以おも
ふ
か
、
と
。
息
壤
は
彼
に
在
り
、
本
よ
り
宜
し
く
敬
み
て
幼
女
を
将
つ
て
侍
し
て
裳
衣
を
奉
ず
べ
し
。
但
だ
起
居
寝
食
は
、
彼
此
れ
道
殊
に
す
。
安
く
ん
ぞ
竟
に
伉
儷
を
成
す
を
得
ん
。
況
ん
や
我
が
年
、
桑
楡
に
近
く
、
家
に
蘭
玉
無
し
。
方
に
倚
婿
を
将
て
活
を
為
さ
ん
と
す
。
七
五
〇
汝
、
地
下
人
の
為
に
怨
み
に
報
ゆ
る
も
、
独
り
未
亡
人
の
為
に
徳
を
施
さ
ざ
る
か
。
謹
し
ん
で
衷
曲
を
陳
ぶ
。
乞こ
ふ
、
衿
全
を
賜
は
ら
ん
こ
と
を
、
と
。
虎
、
其
の
語
を
聞
く
や
、
神
凋
へ
気
喪
ひ
、
頭
を
垂
れ
出
で
ん
と
欲
す
。
而
れ
ど
も
、
一
歩
に
九
顧
し
て
依
依
と
し
て
舎
か
ず
。
女
、
慷
慨
し
て
前
み
て
曰
く
、
君
、
且しばらく
住とど
ま
れ
。
妾
に
一
言
有
り
。
幸
こ
ひ
ね
がは
く
は
明
听
を
垂
れ
ん
。
妾
、
前
に
身
を
以
て
相
ひ
許
す
、
と
。
豈
に
敢
へ
て
昧
心
せ
ん
や
。
想
ふ
に
、
衾
裯
の
共
に
す
る
、
君
亦
た
其
の
不
可
な
る
を
知
る
。
如
し
旧
約
を
忘
れ
ざ
れ
ば
、
当
に
一
室
を
掃
除
し
、
君
と
終
身
相
ひ
守
り
、
夫
婦
の
名
を
存
す
る
は
可
な
り
、
と
。
虎
、
首
肯
す
る
こ
と
再
三
、
欣
然
と
し
て
嘉
納
す
。
女
、
乃
ち
虎
を
導
き
帷
に
入
れ
、
菟
裘
を
綉
榻
の
旁
に
営
む
。
食
は
則
ち
牢
を
同とも
に
し
、
居
は
則
ち
室
を
同
に
す
。
女
、
晨
に
起
き
粧
を
理
む
れ
ば
、
虎
、
必
ず
身
を
奩
次
に
潜
め
、
目
を
側
め
て
偸
み
窺
ふ
。
夜
は
女
の
装
を
卸
し
、
床
に
登
り
、
就
寝
す
る
を
俟
ち
、
始
め
て
床
下
に
伏
す
も
、
竟
夕
寐
ね
ず
。
鼾
声
を
以
て
其
の
清
夢
を
擾
す
を
恐
る
る
な
り
。
時
に
甘
旨
の
給
せ
ざ
る
有
れ
ば
、
則
ち
鹿
脯
を
銜ふく
み
以
て
進
む
。
小
恙
を
抱
く
或あ
れ
ば
、
焦
思
噪
急
し
、
室
内
を
盤
旋
す
る
こ
と
停
趾
す
る
無
し
。
病
癒
ゆ
れ
ば
、
始
め
て
歓
び
躍
る
こ
と
初
め
の
如
し
。
女
、
習
ひ
以
て
常
と
為
す
。
而
れ
ど
も
、
母
氏
、
年
邁ゆ
き
依
る
無
き
に
因
り
、
時
に
女
の
失
計
を
咎
め
て
、
虎
を
遇
す
る
礼
貌
も
亦
た
衰
え
た
り
。
虎
、
一
夕
、
竟
に
去
る
。
母
、
婿
を
擇
ぶ
を
為
さ
ん
と
欲
す
。
女
曰
く
、
徳
に
背
け
ば
不
祥
な
り
。
恩
に
負
け
ば
福
に
非
ず
。
況
ん
や
女
子
の
心
を
以
て
人
に
許
す
を
や
。
豈
に
必
ず
し
も
形
骸
の
論
を
作
さ
ん
や
、
と
。
執
り
て
允ゆる
さ
ず
。
後
、
女
郁
疾
を
以
て
死
す
。
屍
を
堂
上
に
停
む
。
虎
、
忽
ち
嘷
哭
し
て
来
た
り
、
泪
下
る
こ
と
雨
の
如
し
。
送
殮
す
る
者
、
皆
な
之
を
見
る
。
継
い
で
玉
を
祖
塋
の
側
に
埋
む
。
虎
、
一
日
に
巡
視
す
る
こ
と
三
た
び
す
。
春
秋
の
令
節
に
は
輒
ち
山
果
を
銜くは
へ
て
以
て
奠まつ
る
。
三
載
を
越
ゆ
る
こ
と
一
日
の
如
し
。
母
は
貧
乏
に
し
て
自
活
す
る
こ
と
能
は
ず
。
虎
、
猶
ほ
日
々
、
山
獐
・
野
兔
を
取
り
て
其
の
家
に
恤あは
れ
み
を
存
す
る
と
云
ふ
。	
（『
諧
鐸
』
巻
一
「
虎
痴
」）
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
五
一
向
杲
、
字
は
初
旦
、
太
原
の
人
な
り
。
庶
兄
の
晟
と
最
も
敦
き
友
た
り
。
晟
、
一
妓
と
狎
る
。
名
は
波
斯
。
割
臂
の
盟
有
り
。
其
の
母
の
直あたひを
取
る
に
奢
る
を
以
て
、
約
す
所
は
遂
げ
ず
。
適
々
其
の
母
、
良
に
従
は
ん
と
欲
し
、
願
ふ
に
先
ず
波
斯
を
遣
ら
ん
と
す
。
荘
公
子
と
い
ふ
者
有
り
。
素
よ
り
波
斯
に
善
し
。
贖
ひ
て
妾
と
為
さ
ん
と
請
ふ
。
波
斯
、
母
に
謂
ひ
て
曰
く
、
既
に
同とも
に
水
火
を
離
れ
ん
と
願
ふ
。
是
れ
地
獄
を
出
で
て
天
堂
に
登
ら
ん
と
欲
す
る
な
り
。
若
し
妾
、
之
に
は
し
れ
ば
、
相
ひ
去
る
こ
と
幾
何
ぞ
。
肯
へ
て
奴
の
志
に
従
へ
ば
、
向
生
其
れ
可
な
り
、
と
。
母
、
之
を
諾
し
、
意
を
以
て
晟
に
達
す
。
時
に
晟
は
偶
を
喪
ひ
、
未
だ
婚
せ
ず
。
喜
び
、
貲
を
竭
く
し
波
斯
を
聘
き
以
て
帰
す
。
荘
、
聞
き
、
好
む
所
を
奪
は
る
る
を
怒
り
、
途
中
偶
々
逢
へ
ば
、
大
い
に
詬
罵
を
加
ふ
。
晟
、
服
せ
ざ
れ
ば
、
遂
に
従
人
を
嗾
そ
そ
の
かし
、
折
箠
も
て
之
を
笞
う
つ
。
斃
る
る
に
垂
ん
と
し
、
乃
ち
去
る
。
杲
、
聞
き
て
奔
り
視
れ
ば
、
則
ち
兄
は
已
に
死
す
。
哀
憤
に
勝
へ
ず
。
具
に
郡
に
赴
く
に
造いた
る
。
荘
、
広
く
賄
賂
を
行
ひ
、
其
の
理
を
し
て
伸
ぶ
る
を
得
ざ
ら
し
む
。
杲
、
忿
を
隠
し
て
中
に
結
ぶ
も
、
控
訴
す
可
き
莫
し
。
惟
だ
路
に
荘
を
刺
殺
せ
ん
こ
と
を
要
め
ん
と
思
ふ
の
み
。
日
々
利
刃
を
懐
き
、
山
径
の
莽
く
さ
む
らに
伏
す
。
久
し
く
し
て
、
機
漸
く
洩おこ
る
。
荘
、
其
の
謀
を
知
り
、
出
づ
れ
ば
則
ち
備
へ
を
戒
し
む
る
こ
と
甚
だ
厳
な
り
。
汾
州
に
焦
桐
な
る
者
有
り
、
勇
に
し
て
善
く
射
る
を
聞
き
、
多
金
を
以
て
聘
き
衛
り
と
為
す
。
杲
、
施
す
可
き
を
計
る
無
し
。
然
れ
ど
も
、
猶
ほ
日
々
之
を
伺
ふ
。
一
日
、
方
に
伏
す
に
、
雨
暴
か
に
作
り
、
上
下
沾
濡
し
、
寒
さ
と
戦
ふ
こ
と
、
頗
る
苦はなはだ
し
。
既
に
し
て
烈
風
四
塞
し
、
氷
雹
継
い
で
至
り
、
身
は
忽
然
と
し
て
痛
癢
す
ら
復
た
覚
ゆ
る
能
は
ず
。
嶺
上
に
旧
よ
り
山
神
の
祠
有
り
。
強
い
て
起
ち
、
奔
り
赴
く
。
既
に
廟
に
入
れ
ば
、
則
ち
識
る
所
の
道
士
内
に
在
り
。
是
に
先
だ
ち
、
道
士
嘗
て
行
き
て
村
中
に
乞
ふ
。
杲
、
輒
ち
之
に
飯
せ
し
む
。
道
士
、
故
を
以
て
杲
を
識
る
。
杲
の
衣
服
の
濡
れ
湿
る
を
見
、
乃
ち
布
袍
を
以
て
之
に
授
け
て
曰
く
、
姑
く
此
に
易
へ
よ
、
と
。
杲
、
衣
を
易
へ
、
凍
ゆ
る
を
忍
び
、
蹲
る
こ
と
犬
の
若
く
す
。
自
ら
視
れ
ば
則
ち
毛
革
頓
に
生
じ
、
身
は
化
し
て
虎
と
為
る
。
道
士
は
已
七
五
二
に
在
る
所
を
失
ふ
。
心
中
、
驚
き
恨
む
。
転
じ
て
念
ず
。
仇
人
を
得
て
其
の
肉
を
食
ら
ふ
は
、
計
る
に
亦
た
良
得
な
り
、
と
。
山
を
下
り
旧
処
に
伏
す
。
己
の
屍
は
叢
莽
の
中
に
臥
る
る
を
見
、
始
め
て
前
身
の
已
に
死
す
る
を
悟
る
も
、
猶
ほ
鳥
鳶
に
葬
ら
る
る
を
恐
る
。
時
時
に
邏めぐ
り
て
之
を
守
る
。
越
日
、
荘
、
始
め
て
此
を
経
。
虎
、
暴
か
に
出
で
、
馬
上
に
於
て
荘
を
撲
ち
落
と
し
、
其
の
首
を
齕
み
之
を
咽の
む
。
焦
桐
、
馬
を
返
し
て
射
れ
ば
、
虎
の
腹
に
中
つ
。
蹙
然
と
し
て
遂
に
斃
る
。
杲
、
錯
楚
の
中
に
在
り
。
恍
と
し
て
夢
よ
り
醒
む
る
が
若
し
。
又
た
宵
を
経
て
始
め
て
能
く
行
歩
し
、
厭
厭
と
し
て
以
て
帰
る
。
家
人
、
其
の
連
夕
返
ら
ざ
る
を
以
て
、
方
に
共
に
駭
き
疑
ふ
も
、
之
を
見
て
喜
び
相
ひ
慰
問
す
。
杲
は
但
だ
臥
し
、
蹇
渋
し
て
語
る
能
は
ず
。
少
間
く
し
て
荘
の
信
を
聞
き
、
争
っ
て
牀
頭
に
即
き
、
慶
び
て
之
に
告
ぐ
。
杲
、
乃
ち
自
ら
言
ふ
、
虎
は
即
ち
我
な
り
、
と
。	
（『
聊
斎
志
異
』
巻
六
「
向
杲
」）
『
諧
鐸
』
巻
一
「
虎
痴
」
は
、
霍
小
媖
と
い
う
女
性
の
父
親
が
、
豪
族
の
某
と
田
畑
の
境
界
線
に
つ
い
て
争
い
を
起
こ
す
が
、
別
件
で
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
た
ま
ま
獄
中
で
無
念
の
死
を
遂
げ
た
。
母
と
娘
は
父
の
仇
討
ち
を
悲
願
と
し
、
代
わ
り
に
無
念
を
晴
ら
し
て
く
れ
た
者
に
は
奉
公
人
と
な
っ
て
仕
え
る
旨
を
西
山
の
麓
に
祈
っ
た
。
す
る
と
あ
る
日
、
西
山
を
通
り
か
か
っ
た
某
に
虎
が
襲
い
か
か
り
、
某
を
噛
み
殺
し
た
の
だ
っ
た
。
母
と
娘
が
額
に
手
を
当
て
て
喜
び
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
突
然
虎
が
現
わ
れ
、
約
束
を
迫
る
か
の
風
情
で
あ
っ
た
。
虎
と
連
れ
添
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
霍
小
媖
は
し
ぶ
し
ぶ
同
居
を
始
め
た
。
や
が
て
霍
小
媖
が
病
で
亡
く
な
る
と
、
虎
は
悲
し
げ
に
咆
哮
し
な
が
ら
雨
の
よ
う
に
涙
を
流
し
、
一
日
に
三
度
も
墓
の
見
回
り
を
し
た
。
ま
た
、
母
親
が
貧
乏
で
生
活
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
、
虎
は
毎
日
、
鹿
や
野
兎
を
獲
っ
て
来
た
が
、
そ
れ
は
ま
る
で
生
活
の
足
し
に
し
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
以
上
は
「
虎
痴
」
の
簡
単
な
あ
ら
す
じ
で
あ
る
が
、
前
半
部
の
内
容
は
、
今
示
し
た
『
聊
斎
志
異
』
巻
六
「
向
杲
」
と
よ
く
似
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
兄
を
撲
殺
さ
れ
た
向
杲
が
、
荘
公
子
と
い
う
無
法
者
を
役
所
に
訴
え
出
た
が
、
荘
公
子
は
賄
賂
に
よ
っ
て
役
人
を
買
収
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
五
三
し
た
た
め
控
訴
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
兄
の
怨
み
を
晴
ら
す
べ
く
、
毎
日
、
利
刃
を
懐
に
し
て
山
中
に
身
を
潜
め
、
荘
公
子
を
待
ち
伏
せ
し
て
い
る
と
、
道
士
の
術
に
よ
っ
て
そ
の
身
は
虎
と
な
り
、
遂
に
宿
敵
荘
公
子
を
噛
み
殺
し
た
。
そ
の
時
、
護
衛
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
た
焦
桐
の
放
っ
た
矢
に
よ
っ
て
虎
は
息
絶
え
る
が
、
や
が
て
息
を
吹
き
返
し
、
向
杲
は
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
の
が
「
向
杲
」
の
内
容
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
『
諧
鐸
』「
虎
痴
」
は
そ
の
主
題
の
ご
と
く
、
虎
が
人
間
の
娘
に
恋
を
し
、
娘
に
代
わ
っ
て
仇
討
ち
を
す
る
と
い
う
、
極
め
て
奇
異
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
ま
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
、
動
物
が
人
間
の
娘
に
恋
を
す
る
と
い
う
趣
旨
の
話
は
「
虎
痴
」
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
古
く
『
捜
神
記
』
巻
十
四
に
二
箇
条
見
え
て
い
る
。
い
ま
、
該
当
箇
所
の
み
次
に
掲
げ
る
。
時
に
戎
呉
、
強
盛
に
し
て
数
々
辺
境
を
侵
す
。
将
を
遣
り
征
討
す
る
も
擒
勝
す
る
こ
と
能
は
ず
。
乃
ち
天
下
に
募
り
、
能
く
戎
呉
の
将
軍
の
首
を
得
る
者
は
、
金
千
斤
に
購
ひ
、
邑
万
戸
に
封
じ
、
又
た
賜
る
に
少
女
を
以
て
せ
ん
、
と
。
後
、
盤
瓠
の
一
頭
を
銜
み
得
て
将
に
王
闕
に
造いた
ら
ん
と
す
。
王
、
之
を
診
視
す
れ
ば
、
即
ち
是
れ
戎
呉
な
り
。
之
が
為
に
奈
何
ん
せ
ん
、
と
。
群
臣
皆
な
曰
く
、
盤
瓠
は
是
れ
畜
な
り
。
官
秩
す
可
か
ら
ず
。
又
た
妻
す
可
か
ら
ず
。
功
有
り
と
雖
も
施
す
無
き
な
り
、
と
。
少
女
、
之
を
聞
き
、
王
に
啓
し
て
曰
く
、
大
王
既
に
我
れ
を
以
て
天
下
に
許
す
。
盤
瓠
は
首
を
銜
み
て
来
り
、
国
の
為
に
害
を
除
く
。
此
れ
天
命
の
然
ら
し
む
る
な
り
。
豈
に
狗
の
智
力
な
ら
ん
や
。
王
者
は
言
を
重
ん
じ
、
伯
者
は
信
を
重
ん
ず
。
子
女
の
微
躯
を
以
て
明
約
を
天
下
に
負
く
可
か
ら
ず
。
国
の
禍
な
り
。
王
、
懼
れ
て
之
に
従
ふ
。	
（『
捜
神
記
』
巻
十
四
）
旧
説
に
、
太
古
の
時
、
大
人
有
り
て
遠
征
す
。
家
に
余
人
無
く
、
唯
だ
一
女
・
牡
馬
一
疋
有
る
の
み
。
女
、
親
ら
之
を
養
ふ
。
窮
居
幽
処
し
、
其
の
父
を
思
念
し
、
乃
ち
馬
に
戯
れ
て
曰
く
、
爾
、
能
く
我
が
為
に
父
を
迎
へ
得
て
還
れ
ば
、
吾
れ
は
将
に
汝
に
嫁
せ
ん
、
と
。
馬
、
既
に
此
の
言
を
承
け
、
乃
ち
韁
を
絶
ち
て
去
り
、
徑
に
父
の
所
に
至
る
。
父
、
馬
を
見
て
驚
喜
し
、
因
り
て
取
り
て
之
に
乗
る
。
馬
、
自
ら
来
た
る
所
を
望
み
、
悲
鳴
し
て
已
ま
ず
。
父
曰
く
、
此
の
馬
、
事
無
く
し
て
此
く
の
如
し
。
我
が
家
、
故
有
七
五
四
る
こ
と
無
き
を
得
ん
や
、
と
。
亟
に
乗
り
、
以
て
帰
る
。
畜
生
の
非
常
の
情
有
り
と
為
し
、
故
に
厚
く
芻
養
を
加
ふ
。
馬
、
肯
へ
て
食
ら
は
ず
。
女
の
出
入
を
見
る
毎
に
、
輒
ち
喜
怒
奮
撃
す
。
此
の
如
く
す
る
こ
と
一
に
非
ず
。
父
、
之
を
怪
し
み
、
密
か
に
以
て
女
に
問
ふ
。
女
、
具
に
以
て
父
に
告
ぐ
、
必
ず
是
の
故
が
為
な
り
、
と
。
父
曰
く
、
言
ふ
こ
と
勿
れ
。
家
門
を
辱
か
し
め
ん
こ
と
を
恐
る
。
且
つ
、
出
入
す
る
こ
と
莫
れ
、
と
。
是
に
於
て
弩
を
伏
し
、
射
て
之
を
殺
し
、
皮
を
庭
に
暴
す
。	
（『
捜
神
記
』
巻
十
四
）
右
に
示
し
た
『
捜
神
記
』
の
二
箇
条
の
記
事
を
一
読
す
れ
ば
、
人
間
に
恋
を
す
る
と
い
う
『
諧
鐸
』「
虎
痴
」
の
虎
の
話
は
、
王
（
高
辛
氏
）
の
姫
に
恋
し
た
犬
の
盤
瓠
や
、
大
人
の
娘
に
恋
し
た
馬
の
話
に
着
想
を
得
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
虎
痴
」
の
虎
が
理
不
尽
な
死
を
遂
げ
た
家
族
の
仇
討
ち
を
す
る
と
い
う
の
は
、
既
に
見
た
『
聊
斎
志
異
』
巻
六
「
向
杲
」
の
話
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
「
虎
痴
」
の
後
半
部
に
つ
い
て
。
霍
小
媖
は
虎
と
の
約
束
を
果
た
す
べ
く
、
一
室
で
虎
と
寝
食
を
共
に
し
て
連
れ
添
う
こ
と
と
な
る
。
虎
が
霍
小
媖
を
気
遣
う
さ
ま
は
、
い
び
き
声
で
安
眠
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
一
晩
中
眠
ら
ず
、
ご
馳
走
が
必
要
な
時
に
は
、
す
ぐ
に
鹿
の
肉
を
咥
え
て
来
、
娘
が
病
気
の
時
に
は
思
い
つ
め
た
様
子
で
部
屋
の
中
を
歩
き
回
る
な
ど
、
あ
た
か
も
下
僕
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
や
が
て
娘
が
病
死
す
る
と
、
虎
は
毎
日
、
残
さ
れ
た
母
親
に
鹿
や
野
兎
の
肉
を
届
け
、
生
活
の
面
倒
を
見
た
と
い
う
。
こ
れ
と
よ
く
似
た
話
は
、『
聊
斎
志
異
』
巻
五
「
趙
城
虎
」
の
後
半
部
に
見
え
て
い
る
。
煩
雑
に
な
る
が
、
考
察
に
必
要
で
あ
る
か
ら
全
文
を
次
に
掲
げ
る
。
趙
城
の
嫗
は
、
年
七
十
余
。
止
だ
一
子
の
み
あ
り
。
一
日
、
山
に
入
り
、
虎
の
噬か
む
所
と
為
る
。
嫗
、
悲
痛
し
て
幾ほと
ん
ど
活
く
る
を
欲
せ
ず
。
号
啼
し
て
宰
に
訴
ふ
。
宰
、
笑
ひ
て
曰
く
、
虎
、
何
ぞ
官
法
を
以
て
之
を
制
す
可
け
ん
や
、
と
。
嫗
、
愈
々
号
跳
し
て
制
止
す
る
能
は
ず
。
宰
、
之
を
叱
る
も
亦
た
畏
懼
せ
ず
。
又
た
其
の
老
ゆ
る
を
憐
み
、
威
怒
を
加
ふ
る
に
忍
び
ず
。
遂
に
虎
を
捉
ふ
る
を
為
す
を
諾
す
。
嫗
は
伏
し
て
去
ら
ず
。
必
ず
句
牒
の
出
づ
る
を
待
ち
、
乃
ち
肯
へ
て
行さ
ら
ん
、
と
。
宰
、
之
を
奈
と
も
す
る
無
し
。
即
ち
諸
役
に
問
ふ
、
誰
か
能
く
往
く
者
ぞ
、
と
。
一
隷
あ
り
、
名
は
李
能
。
醺
酔
し
て
坐
下
に
詣いた
る
。
自
ら
言
ふ
、
之
を
能
く
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
五
五
す
、
と
。
牒
を
持
ち
下
り
、
嫗
は
始
め
て
去
る
。
隷
、
醒
め
て
之
を
悔
ゆ
。
猶
ほ
謂
ふ
、
宰
の
局とき
を
偽
り
、
姑
く
以
て
嫗
の
擾みだ
る
る
を
解
か
ん
と
す
る
の
み
。
因
り
て
亦
た
甚
だ
し
く
は
意
を
為
さ
ざ
ら
ん
、
と
。
牒
報
を
持
ち
繳かへ
さ
ん
と
す
。
宰
、
怒
り
て
曰
く
、
固
よ
り
之
を
能
く
す
と
言
ふ
。
何
ぞ
復
た
悔
ゆ
る
を
容
れ
ん
、
と
。
隷
、
窘くる
し
む
こ
と
甚
だ
し
。
牒
を
請
ひ
、
猟
戸
を
拘
せ
ん
と
す
。
宰
、
之
に
従
ふ
。
隷
、
諸
々
の
猟
人
を
集
め
、
日
夜
、
山
谷
に
伏
す
。
冀
は
く
は
一
虎
を
得
て
、
責
を
塞
ぐ
可
き
を
庶
ふ
。
月
余
、
杖
を
受
く
こ
と
る
数
百
、
冤
苦
控うっ
たふ
る
罔
し
。
遂
に
東
郭
の
嶽
廟
に
詣
で
、
跪
き
て
之
に
祝
す
。
哭
す
れ
ど
も
声
無
し
。
何
ば
く
も
無
く
し
て
、
一
虎
、
外
自
り
来
た
る
。
隷
、
錯
愕
し
て
咥か噬
ま
る
る
を
恐
る
。
虎
、
入
り
て
殊
に
他
顧
せ
ず
。
門
中
に
蹲
立
す
。
隷
、
祝
し
て
曰
く
、
如
し
某
の
子
を
殺
す
者
は
爾
な
れ
ば
、
其
れ
俯
し
て
吾
が
縛
を
聴
け
、
と
。
遂
に
縲
索
を
出
し
、
虎
の
頸
に
縶
ぐ
。
虎
、
耳
を
帖た
れ
て
縛
を
受
く
。
牽
き
て
県
署
に
達
す
。
宰
、
虎
に
問
ひ
て
曰
く
、
某
の
子
、
爾
之
を
噬か
む
か
、
と
。
虎
、
之
に
頷
く
。
宰
曰
く
、
人
を
殺
す
者
の
死
す
る
は
、
古
へ
の
定
律
な
り
。
且
つ
、
嫗
は
止
だ
一
子
あ
る
の
み
。
而
る
に
爾
、
之
を
殺
す
。
彼
の
残
年
、
尽
く
る
に
垂
と
す
。
何
を
以
て
生
活
せ
ん
。
倘も
し
爾
、
能
く
子
の
若
く
す
る
を
為
す
か
、
我
将
に
之
を
赦
さ
ん
、
と
。
虎
、
又
た
之
に
頷
く
。
乃
ち
縛
を
釈
き
て
去
ら
し
む
。
嫗
、
方
に
宰
の
虎
を
殺
し
て
以
て
子
に
償
は
せ
ざ
る
を
怨
む
な
り
。
遅
旦
、
扉
を
啓ひら
け
ば
則
ち
死
鹿
有
り
。
嫗
、
其
の
肉
革
を
貨う
り
、
以
て
資
度
に
用
ゆ
。
是
自
り
以
て
常
と
為
す
。
時
に
金
帛
を
銜ふく
み
、
庭
中
に
擲な
ぐ
。
嫗
、
此
れ
由
り
豊
裕
に
致
る
。
奉
養
は
其
の
子
に
過
ぎ
、
心
竊
か
に
虎
を
徳
と
す
。
虎
、
来
た
り
、
時
に
簷
下
に
臥
し
て
竟
日
去
ら
ず
。
人
畜
相
安
ん
じ
、
各
々
猜
忌
無
し
。
数
年
、
嫗
死
す
。
虎
、
来
た
り
堂
中
に
吼
ゆ
。
嫗
、
素
よ
り
積
む
所
あ
り
。
綽
と
し
て
葬
を
営
む
可
し
。
族
人
共
に
之
を
瘞うず
む
。
墳
壘
方
に
成
ら
ん
と
す
。
虎
、
驟
か
に
奔
り
来
た
る
。
賓
客
尽
く
逃
ぐ
。
虎
、
直
ち
に
冢
の
前
に
赴
き
、
嘷
鳴
雷
動
し
、
時
を
移
し
始
め
て
去
る
。
土
人
、
義
虎
の
祠
を
東
郊
に
立
て
、
今
に
至
り
て
猶
ほ
存
す
。	
（『
聊
斎
志
異
』
巻
五
「
趙
城
虎
」）
七
五
六
老
婆
の
ひ
と
り
息
子
を
山
中
で
噛
み
殺
し
て
し
ま
っ
た
虎
が
、
老
婆
の
訴
え
に
よ
り
自
分
に
逮
捕
状
が
出
て
い
る
事
を
知
る
と
、
郊
外
の
東
に
あ
る
嶽
廟
に
自
首
し
て
来
た
。
虎
は
知
事
の
温
情
に
よ
り
、
息
子
の
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
条
件
に
死
罪
を
免
れ
た
。
虎
は
そ
の
後
、
息
子
以
上
に
老
婆
に
対
し
て
孝
養
を
尽
く
し
た
た
め
、
老
婆
と
虎
は
互
い
に
信
頼
し
合
い
、
疑
い
や
恨
み
の
気
持
ち
を
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
。
人
と
虎
と
の
穏
や
か
な
暮
ら
し
ぶ
り
は
、
霍
小
媖
に
誠
心
誠
意
愛
情
を
注
ぐ
「
虎
痴
」
の
虎
を
彷
彿
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
諧
鐸
』「
虎
痴
」
と
『
聊
斎
志
異
』「
趙
城
虎
」
に
は
、
い
ず
れ
も
人
語
を
会
す
る
心
優
し
い
虎
と
の
和
諧
の
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、「
虎
痴
」
と
「
趙
城
虎
」
に
は
よ
く
似
た
記
述
が
多
く
見
い
出
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
関
係
を
示
そ
う
。
上
段
に
「
虎
痴
」、
下
段
に
「
趙
城
虎
」
の
資
料
を
対
比
さ
せ
る
。
母
、
其
の
誠
に
鑑
み
、
日
々
其
の
言
を
以
て
諸
を
西
山
の
麓
に
祷
る
。
今
日
、
某
を
道
に
殺
す
者
は
、
汝
に
非
ざ
る
か
、
と
。
虎
、
之
に
頷
く
。
虎
、
首
肯
す
る
こ
と
再
三
、
斤
然
と
し
て
嘉
納
す
。
虎
、
其
の
語
を
聞
く
や
、
神
凋
へ
気
喪
ひ
、
頭
を
垂
れ
出
で
ん
と
欲
す
。
時
に
甘
旨
の
給
せ
ざ
る
有
れ
ば
、
則
ち
鹿
脯
を
銜
み
以
東
嶽
の
嶽
廟
に
詣
で
、
跪
き
て
之
に
祝
す
。
哭
す
れ
ど
も
声
無
し
。
宰
、
虎
に
問
ひ
て
曰
く
、
某
の
子
、
爾
之
を
噬
む
か
、
と
。
虎
、
之
に
頷
く
。
宰
曰
く
、
人
を
殺
す
者
の
死
す
る
は
、
古
へ
の
定
律
な
り
。
且
つ
、
嫗
は
止
だ
一
子
あ
る
の
み
。
而
る
に
爾
、
之
を
殺
す
。
彼
の
残
年
、
尽
く
る
に
垂
と
す
。
何
を
以
て
生
活
せ
ん
。
倘
し
爾
、
能
く
子
の
若
く
す
る
を
為
す
か
、
我
将
に
之
を
赦
さ
ん
、
と
。
虎
、
又
た
之
に
頷
く
。
虎
、
耳
を
帖
れ
て
縛
を
受
く
。
牽
き
て
県
署
に
達
す
。
遅
旦
、
扉
を
啓
け
ば
則
ち
死
鹿
有
り
。
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
五
七
「
虎
痴
」
と
「
趙
城
虎
」
の
記
述
中
に
こ
れ
だ
け
対
応
す
る
表
現
が
多
く
、
し
か
も
そ
の
内
容
の
特
異
性
を
考
え
る
と
、『
諧
鐸
』
巻
一
「
虎
痴
」
は
、
そ
の
前
半
部
は
『
捜
神
記
』
巻
十
四
の
二
箇
条
の
説
話
と
『
聊
斎
志
異
』
巻
六
「
向
杲
」
を
も
と
に
、
ま
た
後
半
部
は
『
聊
斎
志
異
』
巻
五
「
趙
城
虎
」
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
『
諧
鐸
』
巻
一
「
虎
痴
」
を
め
ぐ
る
一
連
の
考
察
の
対
象
と
も
い
う
べ
き
虎
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
い
。
先
ず
、『
聊
斎
志
異
』「
向
杲
」
に
見
え
る
「
人
間
が
虎
に
な
っ
た
」
と
い
う
記
事
に
つ
い
て
。
人
間
が
虎
に
な
っ
た
と
い
う
特
異
な
話
は
、
唐
の
李
景
亮
「
人
虎
伝
」
に
先
立
ち
、
既
に
『
捜
神
記
』
と
『
捜
神
後
記
』
に
見
え
て
い
る
。
江
漢
の
域
に
貙
人
有
り
。
其
の
先
は
稟
君
の
苗
裔
な
り
。
能
く
化
し
て
虎
と
為
る
。
長
沙
に
属
す
る
所
の
蛮
県
、
東
高
の
居
民
は
、
曽
て
檻
を
作
り
虎
を
捕
へ
ん
と
す
。
檻
、
発
し
て
明
日
、
衆
人
共
に
往
き
之
に
格いた
れ
ば
、
一
亭
長
の
赤
幘
大
冠
し
て
檻
中
に
在
り
て
坐
す
る
を
見
る
。
因
り
て
問
ふ
、
君
何
を
以
て
此
の
中
に
入
る
、
と
。
亭
長
大
い
に
怒
り
て
曰
く
、
昨
、
忽
ち
県
に
召
さ
れ
、
夜
雨
を
避
け
、
遂
に
誤
り
て
此
の
中
に
入
る
。
急
ぎ
我
れ
を
出
せ
、
と
。
曰
く
、
君
、
召
さ
る
る
に
、
当
に
文
書
有
る
べ
か
ら
ざ
ら
ん
て
進
む
。
女
郁
疾
を
以
て
死
す
。
屍
を
堂
上
に
停
む
。
虎
、
忽
ち
嘷
哭
し
て
来
た
り
、
泪
下
る
こ
と
雨
の
如
し
。
春
秋
の
令
節
に
は
輒
ち
山
果
を
銜
へ
以
て
奠
る
。（
中
略
）
虎
、
猶
ほ
日
々
、
山
獐
・
野
兔
を
取
り
て
其
の
家
に
恤
れ
み
を
存
す
る
と
云
ふ
。	
（『
諧
鐸
』「
虎
痴
」）
嫗
死
す
。
虎
、
来
た
り
堂
中
に
吼
ゆ
。
虎
、
驟
か
に
奔
り
来
た
る
。
賓
客
尽
く
逃
ぐ
。
虎
、
直
ち
に
冢
の
前
に
赴
き
、
嘷
鳴
雷
動
し
、
時
を
移
し
始
め
て
去
る
。
嫗
、
其
の
肉
革
を
貨
り
、
以
て
資
度
に
用
ゆ
。
是
自
り
以
て
常
と
為
す
。
時
に
金
帛
を
銜
み
、
庭
中
に
擲
ぐ
。
嫗
、
此
れ
由
り
豊
裕
に
致
る
。
	
（『
聊
斎
志
異
』「
趙
城
虎
」）
七
五
八
や
、
と
。
即
ち
懐
中
の
召
文
書
を
出
す
。
是
に
於
て
即
ち
之
を
出
す
。
尋つい
で
視
れ
ば
乃
ち
化
し
て
虎
と
為
り
、
山
に
上
り
走
ぐ
。
	
（『
捜
神
記
』
巻
十
二
）
ま
た
、『
捜
神
後
記
』
巻
四
に
も
次
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
る
。
周
畛
と
い
う
者
の
下
男
に
、
虎
に
な
る
術
を
身
に
着
け
た
者
が
い
た
。
妻
と
妹
を
伴
っ
て
山
に
入
り
、
二
人
を
高
い
木
の
上
に
登
ら
せ
る
と
、
や
が
て
一
頭
の
大
き
な
黄
斑
の
虎
が
現
れ
た
。
暴
れ
回
り
大
き
な
声
で
咆
哮
す
る
さ
ま
は
非
常
に
恐
ろ
し
か
っ
た
。
周
畛
が
下
男
の
体
を
調
べ
て
み
る
と
、
髻
の
中
に
大
き
な
虎
を
描
い
た
紙
が
あ
り
、
虎
の
近
く
に
は
符
が
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
長
文
に
亘
る
の
で
、
該
当
箇
所
の
み
を
次
に
示
す
。
魏
の
時
、
尋
陽
県
の
北
山
中
の
蛮
人
に
術
有
り
。
能
く
人
を
し
て
化
し
て
虎
と
作
ら
し
む
。
毛
色
・
爪
牙
・
悉
く
真
の
虎
の
如
し
。
郷
人
、
周
畛
に
一
奴
有
り
。
山
に
入
り
て
薪
を
伐
ら
し
む
。
奴
に
婦
及
び
妹
有
り
。
亦
た
与と
倶も
に
行
き
、
既
に
山
に
至
る
。
奴
、
二
人
に
語
り
て
云
く
、
汝
且
く
高
樹
に
上
り
、
我
の
為
す
所
を
視
よ
、
と
。
其
の
言
の
如
く
す
。
既
に
し
て
草
に
入
り
、
須
臾
に
し
て
一
大
黄
斑
の
虎
、
草
中
よ
り
出
づ
る
を
見
る
。
奮
迅
吼
喚
し
、
甚
だ
畏
怖
す
可
し
。
二
人
、
大
い
に
駭
く
。
良やや
久
し
て
草
中
に
還
り
、
少
時
し
て
復
た
還
り
て
人
と
為
る
。
二
人
に
語
り
て
云
く
、
家
に
帰
り
慎
し
み
て
道
ふ
こ
と
勿
れ
、
と
。（
中
略
）
唯
だ
髻
髪
中
に
於
て
一
紙
を
得
た
り
。
画
く
に
大
虎
を
作
し
、
虎
の
辺
に
符
有
り
。	
（『
捜
神
後
記
』
巻
四
）
こ
れ
ま
で
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
虎
に
つ
い
て
さ
ら
に
述
べ
れ
ば
、「
諸
を
西
山
の
麓
に
祷
る
」（
虎
痴
）、「
東
郭
の
嶽
廟
に
詣
で
、
跪
き
て
之
に
祝
す
。
哭
す
れ
ど
も
声
無
し
。
何
ば
く
も
無
く
し
て
一
虎
、
外
自
り
来
た
る
」（
趙
城
虎
）、「
雨
暴
か
に
作
り
、
上
下
沾
濡
し
、
寒
さ
と
戦
ふ
こ
と
、
頗
る
苦
だ
し
。
既
に
し
て
烈
風
四
塞
し
、
氷
雹
継
い
で
至
り
、
身
は
忽
然
と
し
て
痛
癢
復
た
覚
ゆ
る
能
は
ず
。
嶺
上
に
旧
よ
り
山
神
の
祠
有
り
云
々
」（
向
杲
）
等
の
記
述
か
ら
、
虎
が
登
場
す
る
場
面
は
、
祠
・
嶽
廟
が
舞
台
と
な
り
、
風
雨
が
吹
き
荒
れ
る
等
の
共
通
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
事
は
今
ま
で
見
て
き
た
資
料
だ
け
で
な
く
、
他
に
も
多
く
の
資
料
に
散
見
し
て
い
る
か
ら
次
に
示
そ
う
。
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
五
九
郡
城
東
嶽
廟
は
南
郭
に
在
り
。
大
門
の
左
右
の
神
は
高
さ
丈
余
に
し
て
、
俗
名
は
鷹
虎
神
な
り
。
猙
獰
に
し
て
畏
る
可
し
。
廟
中
の
道
士
は
任
姓
な
り
。
鶏
鳴
す
る
毎
に
、
輒
ち
起
き
て
焚
誦
す
。（
中
略
）
方
に
山
下
に
至
れ
ば
一
巨
丈
夫
を
見
る
。
山
自
り
上
り
来
る
。
左
臂
に
蒼
鷹
あ
り
。
適
き
与
に
相
ひ
遇
ふ
。
近
く
に
之
を
視
れ
ば
、
面
は
銅
青
色
に
し
て
、
依
稀
す
る
に
廟
門
中
の
習
ひ
見
る
所
の
者
に
似
た
り
。	
（『
聊
斎
志
異
』
巻
一
「
鷹
虎
神
」）
行
く
こ
と
方
に
数
十
里
、
暴
か
に
雨
、
忽
ち
集
ま
る
。
途
の
側
に
危
崖
有
り
。
夫
妻
、
奔
り
て
其
の
下
に
避
く
。
少
間
く
し
て
雨
止
み
、
復
た
行
く
こ
と
を
始
む
。
纔
か
に
数
武
に
及
び
、
崖
石
崩
墜
す
。
居
人
、
遥
か
に
両
虎
の
躍
り
出
で
、
両
人
に
逼
り
附
き
て
没
す
る
を
望
む
。	
（『
聊
斎
志
異
』
巻
五
「
陽
武
侯
」）
歴
陽
に
彭
祖
の
仙
室
有
り
。
前
世
云
く
、
風
雨
を
祷
請
す
れ
ば
、
輒
ち
応
ぜ
ざ
る
は
莫
し
。
常
に
両
虎
有
り
、
祠
の
左
右
に
在
り
。
今
日
、
之
を
祠
り
訖を
ふ
る
の
地
に
は
則
ち
両
虎
の
跡
有
り
。	
（『
捜
神
記
』
巻
一
）
衡
農
、
字
は
剽
卿
。
東
平
の
人
な
り
。
少
く
し
て
孤
な
り
。
継
母
に
事
へ
て
至
孝
な
り
。
常
に
他
舎
に
宿
す
。
雷
風
に
値
ふ
。
頻
に
虎
の
其
の
足
を
嚙
む
を
夢
む
。
農
、
妻
を
呼
び
、
庭
に
相
ひ
出
で
、
頭
を
叩
く
こ
と
三
た
び
下
す
。
屋
、
忽
然
と
し
て
壊
れ
、
壓
死
す
る
者
、
几
百
餘
人
。
唯
だ
豊
（
農
）
夫
妻
の
み
免
か
る
る
を
獲
た
り
。	
（『
捜
神
記
』
巻
十
一
）
こ
の
よ
う
に
、
廟
を
拠
り
所
と
す
る
「
虎
の
神
」
が
お
り
、
人
間
の
思
い
を
虎
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
清
代
の
人
々
に
は
周
知
の
事
だ
っ
た
よ
う
で
、
だ
か
ら
こ
そ
「
趙
城
虎
」
で
虎
の
捕
縛
を
命
じ
ら
れ
た
李
能
が
、
な
か
な
か
虎
を
見
つ
け
ら
れ
ず
知
事
の
責
め
苦
を
受
け
た
時
、
東
郭
の
嶽
廟
に
祈
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
虎
に
は
他
の
動
物
と
は
異
な
る
不
思
議
な
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
ま
た
、
虎
の
葬
儀
に
お
け
る
行
動
に
つ
い
て
も
「
女
郁
疾
を
以
て
死
す
。
屍
を
堂
上
に
停
む
。
虎
、
忽
ち
嘷
哭
し
て
来
た
り
、
泪
下
る
こ
と
雨
の
如
し
。
送
殮
す
る
者
、
皆
な
之
を
見
る
。
継
い
で
玉
を
祖
塋
の
側
に
埋
む
。
虎
、
一
日
に
巡
視
す
る
こ
と
三
た
び
す
」（
虎
痴
）、「
嫗
死
す
。
虎
、
来
た
り
堂
中
に
吼
ゆ
。
嫗
、
素
よ
り
積
む
所
あ
り
。
綽
七
六
〇
と
し
て
葬
を
営
む
可
し
。
族
人
共
に
之
を
瘞うず
む
。
墳
壘
方
に
成
ら
ん
と
す
。
虎
、
驟
か
に
奔
り
来
た
る
。
賓
客
尽
く
逃
ぐ
。
虎
、
直
ち
に
冢
の
前
に
赴
き
、
嘷
鳴
雷
動
し
、
時
を
移
し
始
め
て
去
る
。
土
人
、
義
虎
の
祠
を
東
郊
に
立
て
、
今
に
至
り
て
猶
ほ
存
す
」（
趙
城
虎
）
と
い
う
よ
う
に
、
虎
の
高
い
倫
理
性
・
義
侠
心
が
目
を
引
く
が
、
こ
れ
は
『
諧
鐸
』『
聊
斎
志
異
』
に
限
ら
ず
、『
捜
神
記
』
巻
十
一
に
も
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。
王
業
、
字
は
子
香
。
漢
の
和
帝
の
時
、
荊
州
の
刺
使
と
為
る
。
部
を
出
行
す
る
毎
に
、
沐
浴
斎
潔
し
て
以
て
天
地
に
祈
る
。
当
に
愚
心
を
啓
き
佐
け
、
百
姓
を
し
て
枉
ぐ
る
こ
と
有
ら
し
む
る
こ
と
無
か
る
べ
し
、
と
。
州
に
在
る
こ
と
七
年
、
恵
風
大
い
に
行
は
れ
、
苛
慝
は
作
ら
ず
。
山
に
豺
狼
無
し
。
湘
江
に
卒
す
。
二
白
虎
有
り
。
頭
を
低
れ
尾
を
曳
き
、
其
の
側
ら
に
宿
衛
す
。
喪
去
る
に
及
び
、
虎
、
州
境
を
踰
え
、
忽
然
と
し
て
見
え
ず
。
民
、
共
に
為
に
碑
を
立
て
、
号
し
て
湘
江
白
虎
の
墓
と
曰
ふ
。	
（『
捜
神
記
』
巻
十
一
）
七
年
間
に
わ
た
り
民
に
善
政
を
施
し
た
た
荊
州
の
刺
使
、
王
業
が
湘
江
で
卒
し
た
時
、
二
頭
の
白
い
虎
が
現
れ
、
夜
通
し
そ
の
亡
骸
の
番
を
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
虎
の
義
侠
に
感
じ
た
民
の
手
で
、
湘
江
白
虎
の
墓
と
し
て
碑
を
立
て
た
と
い
う
の
は
、「
虎
、
一
日
に
巡
視
す
る
こ
と
三
た
び
す
」（
虎
痴
）、「
土
人
、
義
虎
の
祠
を
東
郊
に
立
て
、
今
に
至
り
て
猶
ほ
存
す
」（
趙
城
虎
）
と
い
う
の
を
想
起
さ
せ
る
。以
上
の
考
察
か
ら
、
虎
は
古
く
六
朝
志
怪
の
頃
よ
り
、
高
い
倫
理
性
・
霊
性
が
備
わ
っ
た
動
物
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
が
清
代
の
志
怪
小
説
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
沈
起
鳳
の
『
諧
鐸
』
巻
一
「
虎
痴
」
は
、
『
聊
斎
志
異
』
巻
五
「
趙
城
虎
」・
巻
六
「
向
杲
」
と
『
捜
神
記
』
巻
十
二
・
巻
十
四
等
の
資
料
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
二
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
六
一
『
聊
斎
志
異
』
巻
八
「
象
」
は
、
象
に
拉
致
さ
れ
た
粤
の
猟
師
の
話
で
あ
る
。
猟
師
が
山
の
中
で
休
息
し
て
眠
り
こ
け
て
し
ま
い
、
気
が
付
く
と
象
の
群
れ
に
鼻
で
持
ち
上
げ
ら
れ
て
連
れ
去
ら
れ
た
。
象
は
猟
師
に
木
に
登
っ
て
欲
し
い
様
子
で
あ
っ
た
。
や
が
て
狻
猊
（
獅
子
）
が
現
わ
れ
、
一
頭
の
肥
え
た
象
を
打
ち
斃
し
て
嚙
み
つ
こ
う
と
し
た
。
象
た
ち
は
怯
え
て
逃
げ
る
勇
気
も
失
せ
、
た
だ
木
の
上
を
見
上
げ
て
救
い
を
求
め
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
猟
師
は
象
の
気
持
ち
が
分
か
る
と
、
弩
を
発
射
し
狻
猊
を
一
矢
で
斃
し
た
。
す
る
と
象
は
猟
師
を
乗
せ
て
歩
き
出
し
、
抜
け
落
ち
た
象
牙
が
無
数
に
埋
ま
っ
て
い
る
場
所
を
教
え
た
。
猟
師
は
象
牙
を
括
り
、
象
の
背
中
に
乗
せ
た
。
象
は
そ
れ
を
背
負
っ
て
山
か
ら
送
り
出
し
、
猟
師
は
帰
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
粤
中
に
獣
を
猟
る
者
有
り
。
矢
を
挾
み
山
に
如
く
。
偶
々
臥
し
憩
息
し
て
沈
睡
よ
り
覚
め
ず
。
象
の
来
た
り
鼻
に
攝かか
げ
て
去
ら
る
。
自
分
は
必
ず
残
害
に
遭
は
ん
、
と
。
未
だ
幾
な
ら
ず
し
て
樹
下
に
釈お置
き
、
頓
首
し
て
一
鳴
す
。
群
象
粉
れ
至
り
、
四
面
旋
繞
し
、
求
む
る
所
有
る
が
若
し
。
前
象
樹
下
に
伏
し
、
仰
ぎ
て
樹
を
視
、
俯
し
て
人
を
視
、
其
の
登
ら
ん
と
欲
す
る
に
似
た
り
。
猟
者
、
意
を
解
し
、
即
ち
足
を
以
て
象
の
背
を
踏
み
、
攀よじ
の
ぼ援
り
て
升
る
。
樹
の
巓
に
至
る
と
雖
も
、
亦
た
其
の
意
向
の
存
す
る
所
を
知
ら
ず
。
少しば
ら
く時
し
て
狻
猊
の
来
る
有
り
。
衆
象
皆
な
伏
す
。
狻
猊
は
一
肥
者
を
擇
び
、
意
、
将
に
搏
ち
噬か
ま
ん
と
す
。
象
、
戦
慄
し
、
敢
へ
て
逃
ぐ
る
者
無
し
。
惟
だ
共
に
樹
上
を
仰
ぎ
、
憐
れ
み
拯
ふ
を
求
む
る
に
似
た
り
。
猟
者
、
意
を
会
し
、
因
り
て
狻
猊
を
望
み
、
一
弩
を
発
す
。
狻
猊
、
立
に
殪たふ
る
。
諸
象
、
空
を
瞻み
、
意
は
拝
舞
す
る
が
若
し
。
猟
者
乃
ち
下
る
。
象
復
た
伏
し
、
鼻
を
以
て
衣
を
牽
き
、
其
の
乗
ら
ん
と
欲
す
る
に
似
た
り
。
猟
者
随
ひ
、
身
を
其
の
上
に
跨
れ
ば
、
象
乃
ち
行
く
。
一
処
に
至
れ
ば
蹄
を
以
て
地
に
穴
ほ
り
、
脱
牙
の
無
算
な
る
を
得
。
猟
人
下
り
、
束
治
し
て
象
の
背
に
置
く
。
象
乃
ち
負
ひ
て
送
り
て
山
よ
り
出
で
、
始
め
て
返
る
。
	
（『
聊
斎
志
異
』
巻
八
「
象
」）
こ
の
『
聊
斎
志
異
』「
象
」
と
よ
く
似
た
話
は
『
捜
神
記
』
巻
二
十
に
も
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。
蘇
易
は
盧
陵
の
人
な
り
。
産
を
看
る
に
善
し
。
夜
、
忽
ち
虎
の
取
る
所
と
為
る
。
行
く
こ
と
六
・
七
里
に
し
て
大
壙
に
至
る
。
易
を
七
六
二
厝お
き
て
地
に
置
き
、
蹲
り
て
守
る
。
見
れ
ば
牝
虎
有
り
。
当
に
産
む
べ
き
も
、
解
す
る
を
得
ず
。
匍
匐
し
て
死
せ
ん
と
欲
し
、
輒
ち
仰
い
で
易
を
視
る
。
之
を
怪
し
む
も
、
乃
ち
為
に
之
を
探
り
出
せ
ば
、
三
子
有
り
。
生
み
畢
は
れ
ば
、
牝
虎
、
易
を
負
ひ
て
還
す
。
再
三
、
野
肉
を
門
内
に
送
る
。	
（『
捜
神
記
』
巻
二
十
）
お
産
の
世
話
が
上
手
な
蘇
易
と
い
う
女
性
が
あ
る
夜
虎
に
捕
ま
り
、
大
き
な
洞
穴
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
難
産
に
の
た
う
ち
回
る
牝
虎
が
お
り
、
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
見
上
げ
る
の
で
あ
っ
た
。
牝
虎
は
蘇
易
の
手
助
け
に
よ
っ
て
三
匹
の
子
ど
も
を
無
事
産
み
終
わ
る
と
、
背
中
に
乗
せ
て
送
り
返
し
た
。
そ
の
後
は
再
三
、
野
生
動
物
の
肉
を
家
の
門
の
中
に
届
け
た
と
い
う
。
さ
て
、
今
見
て
来
た
こ
の
二
つ
の
説
話
は
、「
象
」
が
「
虎
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
他
は
、
動
物
が
人
間
に
救
い
を
求
め
る
た
め
に
拉
致
し
、
目
的
を
遂
げ
る
と
背
中
に
乗
せ
て
元
の
場
所
に
送
り
届
け
、
さ
ら
に
返
礼
を
す
る
と
い
う
一
連
の
内
容
が
共
通
し
て
い（注
４
）る。
説
話
の
独
創
性
か
ら
推
測
す
る
と
、
内
容
が
偶
然
に
一
致
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、『
聊
斎
志
異
』
巻
八
「
象
」
は
こ
の
『
捜
神
記
』
巻
二
十
の
資
料
を
参
考
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
『
聊
斎
志
異
』
巻
十
二
「
二
班
」
に
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
話
が
見
え
る
。
稍
々
長
文
に
亘
る
が
「
二
班
」
の
全
文
を
掲
げ
る
。
殷
元
礼
は
雲
南
の
人
な
り
。
鍼
灸
の
術
を
善
く
す
。
寇
乱
に
遇
ひ
、
深
山
に
竄
入
す
。
日
は
既
に
暮
れ
、
村
舎
は
尚
ほ
遠
し
。
虎
狼
に
遭
ふ
を
懼
れ
、
遥
か
に
前
途
を
見
れ
ば
両
人
有
り
。
疾
く
之
を
趁お
ふ
。
既
に
至
る
。
両
人
問
ふ
、
客
は
誰
ぞ
や
、
と
。
殷
乃
ち
自
ら
族
貫
を
陳
ぶ
。
両
人
、
拱
敬
し
て
曰
く
、
是
れ
良
医
の
殷
先
生
な
る
か
。
山
斗
を
仰
ぐ
こ
と
久
し
、
と
。
殷
転
じ
て
之
に
詰
す
れ
ば
、
二
人
自
ら
言
ふ
、
班
姓
な
り
。
一
は
班
爪
た
り
、
一
は
班
牙
た
り
、
と
。
便
ち
謂
ふ
、
先
生
、
余
も
亦
た
難
を
石
室
に
避
く
。
幸
ひ
に
棲
宿
す
可
し
、
敢
へ
て
玉
趾
に
屈
せ
ん
、
且
つ
求
む
る
所
有
り
、
と
。
殷
、
喜
ん
で
之
に
従
ふ
。
俄
か
に
一
処
に
至
る
。
室
は
巌
谷
に
傍
ら
す
。
柴
を
爇や
き
燭
に
代
ふ
。
始
め
て
二
班
を
見
る
に
、
容
躯
は
威
猛
な
り
。
良
善
に
非
ざ
る
に
似
た
る
も
、
之
く
所
無
き
を
計
り
、
即
ち
亦
た
之
を
聴
く
。
又
た
榻
上
に
呻
吟
す
る
を
聞
く
。
細
審
す
れ
ば
、
則
ち
一
老
嫗
偃
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
六
三
臥
す
。
苦
し
む
所
有
る
に
似
た
り
。
何
の
恙
な
る
か
と
問
へ
ば
牙
曰
く
、
此
の
故
を
以
て
先
生
を
敬
求
す
、
と
。
乃
ち
火
を
束
ね
て
榻
を
照
ら
し
、
殷
の
視
る
を
逼
る
。
見
れ
ば
鼻
下
口
角
、
両
贅
瘤
有
り
。
皆
な
大
な
る
こ
と
碗
の
如
し
。
且
つ
云
ふ
、
痛
く
し
て
触
る
可
か
ら
ず
、
飲
食
を
妨
礙
す
、
と
。
殷
曰
く
、
易
き
の
み
、
と
。
艾
を
出
だ
し
て
之
を
圑まる
く
し
、
灸
数
十
壮
を
為
す
。
曰
く
、
夜
を
隔
て
て
愈
ゆ
、
と
。
二
班
喜
び
、
鹿
を
焼
き
客
に
餉おく
る
。
並
び
に
酒
飯
無
く
、
惟
だ
肉
一
品
あ
る
の
み
。
爪
曰
く
、
倉
卒
に
し
て
客
の
至
る
を
知
ら
ず
。
望
む
ら
く
は
、
輶
褻
を
以
て
怪
し
む
を
為
す
こ
と
勿
れ
、
と
。
殷
、
餐
に
飽
き
て
眠
る
。
枕
は
石
塊
を
以
て
し
、
二
班
は
誠
樸
な
り
と
雖
も
、
粗
莽
な
る
こ
と
懼
る
可
し
。
殷
、
転
側
し
て
敢
へ
て
熟
眠
せ
ず
。
天
、
未
だ
明
け
ず
。
便
ち
媼
を
呼
び
、
患
ふ
所
を
問
へ
ば
、
媼
は
初
め
て
醒
め
た
り
。
自
ら
捫な
づ
れ
ば
、
則
ち
瘤
は
破
れ
創
と
為
る
。
殷
、
二
班
を
促
し
て
起
こ
し
、
火
を
以
て
就
き
照
ら
し
め
、
敷
く
に
薬
屑せつ
を
以
て
す
。
曰
く
、
愈い
え
り
、
と
。
拱
手
し
て
遂
に
別
る
。
班
、
又
た
焼
鹿
一
肘
を
以
て
之
に
贈
る
。
後
三
年
、
秏こう
無
し
。
殷
、
適
々
故
を
以
て
山
に
入
れ
ば
、
二
狼
の
道
に
当
る
に
遇
ふ
。
阻
み
て
行
く
を
得
ず
。
日
既
に
西
し
、
狼
又
た
群
が
り
至
る
。
前
後
に
敵
を
受
け
、
狼
、
之
を
撲う
ち
仆
す
。
数
狼
争
ひ
て
齧
り
、
衣
は
尽
く
砕
く
。
自
分
は
必
ず
死
せ
ん
、
と
。
忽
ち
両
虎
驟
か
に
至
り
、
諸
狼
は
四
散
す
。
虎
怒
り
、
大
い
に
吼
ゆ
。
狼
、
懼
れ
尽
く
伏
す
る
も
、
虎
は
悉
く
之
を
撲
殺
し
竟
に
去
る
。
殷
、
狼
狽
し
て
行
く
も
投
止
無
き
を
懼
る
。
一
媼
の
来
た
る
に
遇
ふ
。
其
の
状
を
睹
て
曰
く
、
殷
先
生
、
苦
を
喫
せ
り
、
と
。
殷
、
戚
然
と
し
て
状
を
訴
ふ
。
問
ふ
、
何
の
見
識
ぞ
、
と
。
媼
曰
く
、
余
は
即
ち
石
室
中
に
瘤
を
治
す
の
病
嫗
な
り
、
と
。
殷
、
始
め
て
恍
然
た
り
。
便
ち
寄
宿
を
求
む
。
媼
引
き
去
り
、
一
院
落
に
入
る
。
燈
火
已
に
張
る
。
曰
く
、
老
身
、
先
生
を
伺
ふ
こ
と
久
し
、
と
。
遂
に
袍
袴
を
出
だ
し
、
其
の
敝
敗
に
易
ふ
。
漿
を
羅つら
ね
、
酒
を
具
へ
、
酬
い
勧
む
る
に
諄
切
た
り
。
媼
、
亦
た
陶
椀
を
以
て
自
ら
酌
む
。
談
・
飲
倶
に
豪
な
る
こ
と
巾
幗
に
類
せ
ず
。
殷
問
ふ
、
前
日
の
両
男
子
、
老
姥
に
係
る
こ
と
何
人
ぞ
や
。
胡
ぞ
以
て
見
え
ざ
る
、
と
。
媼
云
く
、
両
児
は
先
生
を
逆むか
へ
に
遣
る
に
、
尚
ほ
未
だ
帰
七
六
四
復
せ
ず
。
必
ず
途
に
迷
ふ
、
と
。
殷
、
其
の
義
に
感
じ
、
飲
む
を
縦
に
し
、
沈
酔
す
る
を
覚
え
ず
。
酣
に
し
て
座
間
に
眠
る
。
既
に
醒
む
れ
ば
、
已
に
曙
た
り
。
四
顧
す
れ
ば
、
竟
に
屋
蘆
無
く
、
巌
石
上
に
孤
坐
す
。
巌
下
に
喘
息
す
る
こ
と
牛
の
如
き
を
聞
く
。
近
づ
き
視
れ
ば
、
則
ち
老
虎
の
方
に
睡
り
て
未
だ
醒
め
ざ
る
な
り
。
啄
間
に
二
つ
の
瘢
痕
あ
り
。
皆
な
大
な
る
こ
と
拳
の
如
し
。
駭
く
こ
と
極
ま
れ
り
。
蹤あと
を
潜
め
て
遁のが
る
。
始
め
て
両
虎
は
即
ち
二
班
な
る
を
悟
る
な
り
。	
（『
聊
斎
志
異
』
巻
十
二
「
二
班
」）
鍼
灸
の
術
に
巧
み
な
雲
南
の
殷
元
礼
は
、
あ
る
時
賊
軍
に
追
わ
れ
山
中
深
く
逃
げ
込
ん
だ
。
途
中
、
班
爪
と
班
牙
と
名
乗
る
二
人
の
男
に
出
会
い
、
石
室
に
案
内
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
鼻
の
下
と
口
の
角
に
大
き
な
瘤
が
二
つ
も
あ
る
老
婆
が
寝
台
の
上
で
苦
し
ん
で
い
た
。
治
療
を
求
め
ら
れ
た
殷
元
礼
は
、
す
ぐ
に
艾
を
取
り
出
し
て
丸
め
、
灸
を
何
十
回
も
す
え
、
一
晩
で
治
し
て
や
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
の
後
、
殷
元
礼
が
用
事
で
山
に
入
っ
た
と
こ
ろ
狼
の
群
れ
に
襲
わ
れ
、
も
う
助
か
ら
な
い
と
観
念
し
た
。
す
る
と
そ
こ
へ
突
然
二
頭
の
虎
が
現
わ
れ
、
狼
を
す
べ
て
打
ち
殺
し
て
引
き
上
げ
て
行
っ
た
。
殷
元
礼
は
う
ろ
た
え
、
宿
の
心
配
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
一
人
の
老
婆
と
出
会
っ
た
。
そ
れ
は
以
前
、
石
室
で
瘤
の
治
療
を
し
た
老
婆
だ
っ
た
。
老
婆
は
自
宅
に
殷
元
礼
を
案
内
し
、
懇
ろ
に
着
替
え
と
酒
の
準
備
を
し
て
心
か
ら
も
て
な
し
た
。
三
年
前
に
出
会
っ
た
班
爪
と
班
牙
は
自
分
の
息
子
で
、
先
程
殷
元
礼
を
迎
え
に
行
っ
た
ま
ま
、
ま
だ
戻
ら
な
い
の
だ
と
い
う
。
殷
元
礼
は
、
こ
の
親
子
の
義
理
堅
さ
に
心
を
打
た
れ
、
思
う
存
分
飲
ん
で
泥
酔
し
、
そ
の
場
で
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
や
が
て
目
を
覚
ま
す
と
、
す
で
に
夜
が
白
々
と
明
け
初
め
て
い
た
。
あ
た
り
を
見
回
す
と
、
ど
こ
に
も
さ
き
ほ
ど
の
家
は
な
く
、
大
き
な
岩
の
上
に
一
人
で
座
っ
て
い
た
。
近
く
に
年
老
い
た
虎
が
牛
の
よ
う
な
い
び
き
声
を
立
て
て
寝
て
い
て
、
口
の
あ
た
り
に
傷
跡
が
二
つ
あ
っ
た
。
殷
元
礼
は
腰
を
抜
か
さ
ん
ば
か
り
に
驚
き
、
足
音
を
忍
ば
せ
て
逃
げ
出
し
た
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
、
前
夜
、
狼
の
群
れ
か
ら
命
を
救
っ
て
く
れ
た
二
頭
の
虎
は
、
班
爪
と
班
牙
だ
っ
た
こ
と
を
悟
っ
た
、
と
い
う
の
が
「
二
班
」
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。
医
療
に
従
事
し
て
い
る
人
間
が
重
篤
な
病
の
虎
に
治
療
を
施
し
、
そ
の
後
恩
返
し
を
受
け
る
と
い
う
「
二
班
」
の
「
虎
の
恩
返
し
譚
」
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
六
五
は
、
既
に
見
た
『
捜
神
記
』
巻
二
十
と
良
く
似
て
い
る
。
た
だ
し
「
二
班
」
は
説
話
の
物
語
性
と
い
う
点
で
明
ら
か
に
進
化
し
て
お
り
、
冒
頭
の
虎
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
も
、
拉
致
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
戦
乱
の
避
難
先
で
の
出
来
事
と
い
う
自
然
な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
「
虎
の
恩
返
し
」
に
つ
い
て
は
、「
数
匹
の
狼
が
先
を
争
う
よ
う
に
嚙
み
つ
き
、
衣
服
は
ず
た
ず
た
に
な
っ
た
」
そ
の
時
、
二
頭
の
虎
が
突
然
現
れ
た
、
と
い
う
緊
迫
感
漂
う
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
野
生
動
物
の
肉
を
家
の
門
の
中
に
届
け
た
」
と
い
う
『
捜
神
記
』
巻
二
十
の
記
述
と
比
べ
れ
ば
、
読
者
を
意
識
し
た
読
み
物
と
し
て
、
完
成
度
が
各
段
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
「
二
班
」
の
記
述
に
つ
い
て
さ
ら
に
指
摘
す
る
と
「
既
に
醒
む
れ
ば
已
に
曙
た
り
。
四
顧
す
れ
ば
竟
に
屋
蘆
無
く
、
巌
石
上
に
孤
坐
す
」（
目
を
覚
ま
す
と
、
す
で
に
夜
が
白
々
と
明
け
初
め
て
い
た
。
あ
た
り
を
見
回
す
と
、
ど
こ
に
も
さ
き
ほ
ど
の
家
は
な
く
、
大
き
な
岩
の
上
に
一
人
で
座
っ
て
い
た
）
と
い
う
よ
う
に
、
屋
敷
が
一
晩
で
跡
形
も
な
く
消
え
去
る
と
い
う
表
現
は
『
聊
斎
志
異
』
巻
一
「
新
郎
」・
巻
三
「
道
士
」「
犬
燈
」、
巻
六
「
河
間
生
」「
雲
翠
仙
」「
恵
芳
」「
蕭
七
」「
鴿
異
」「
八
大
王
」・
巻
七
「
閻
羅
宴
」・
巻
十
一
「
三
仙
」
な
ど
に
屡
々
見
ら
れ
る
蒲
松
齢
が
好
ん
で
使
う
常
套
句
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
よ
う
な
記
述
は
既
に
『
捜
神
記
』
巻
十
六
に
「
未
だ
数
歩
を
逾
え
ず
し
て
舎
宇
を
見
ず
、
惟
だ
一
冢
有
る
の
み
」
と
見
え
て
い
る
。
一
方
、
こ
の
「
二
班
」
の
内
容
と
同
様
、
虎
が
人
間
に
化
け
る
話
は
、『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
九
「
如
是
我
聞
」
に
も
見
え
て
い
る
。
先
母
張
太
夫
人
、
嘗
て
一
張
媼
を
司
炊
に
雇
ふ
。
房
山
の
人
な
り
。
西
山
の
深
処
に
居
る
。
其
の
郷
に
、
貧
極
ま
り
家
を
捨
て
食
を
覓
む
る
者
有
り
と
言
ふ
。
素
よ
り
未
だ
外
出
せ
ず
。
行
く
こ
と
半
日
、
即
ち
路
に
迷
ふ
。
石
径
崎
嶇
、
雲
陰
り
晦
暗
、
適
く
所
を
知
る
莫
し
。
姑
く
樹
下
に
枯
坐
し
、
天
晴
れ
南
北
を
辧
ず
る
を
俟
つ
。
忽
ち
一
人
、
林
中
自
り
出
で
、
三
四
人
之
に
随
ふ
。
併
び
に
猙
獰
偉
岸
、
常
人
に
異
な
る
有
り
。
心
に
、
山
霊
に
非
ざ
れ
ば
即
ち
妖
魅
た
る
を
知
る
。
隠
避
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
度
る
。
乃
ち
身
を
投
げ
、
叩
拝
し
、
泣
き
て
苦
し
む
所
を
訴
ふ
。
其
の
人
、
惻
然
と
し
て
曰
く
、
爾
な
ん
じ
怖
が
る
こ
と
勿
れ
。
汝
を
害
せ
ざ
る
な
り
。
我
れ
は
是
れ
虎
の
神
な
り
。
今
、
諸
虎
の
為
に
食
料
を
配
る
な
り
。
虎
の
人
を
食
ふ
を
待
ち
、
爾
其
の
衣
物
を
収
め
よ
。
自
活
す
る
七
六
六
に
足
ら
ん
、
と
。
因
り
て
引
き
て
一
処
に
至
る
。
噭
然
と
し
て
長
嘯
す
れ
ば
、
衆
虎
坌
集
す
。
其
の
人
、
手
を
挙
げ
て
指
揮
す
。
語
は
啁
唽
し
て
辧
ず
可
か
ら
ず
。
俄
か
に
倶
に
散
去
す
。
惟
だ
一
虎
の
み
留
ま
り
、
叢
莽
の
間
に
伏
す
。
俄
か
に
荷
担
し
て
嶺
を
度
る
者
有
り
。
虎
、
躍
起
し
て
搏
た
ん
と
欲
す
る
も
、
忽
ち
辟
易
し
て
退
く
。
少
頃
し
て
一
婦
人
至
る
。
乃
ち
搏
へ
て
之
を
食
ふ
。
其
の
衣
帯
を
撿しら
べ
、
数
金
を
得
れ
ば
取
り
て
以
て
之
に
付
す
。
且
つ
告
げ
て
曰
く
、
虎
は
人
を
食
は
ず
。
惟
だ
禽
獣
を
食
ふ
の
み
。
其
の
人
を
食
ふ
は
、
人
に
し
て
禽
獣
な
る
者
の
み
。
大
抵
の
人
、
天
良
未
だ
泯ほろ
び
ざ
る
者
は
、
其
の
頂
上
に
必
ず
霊
光
有
り
。
虎
、
之
を
見
れ
ば
即
ち
避
く
。
其
の
天
良
澌つ
き
滅
ぶ
者
は
、
霊
光
全
く
息
む
。
禽
獣
と
異
な
る
無
し
。
虎
、
乃
ち
得
て
之
を
食
ふ
。
頃
前
の
一
男
子
は
、
凶
暴
に
し
て
人
理
無
し
。
然
れ
ど
も
、
攘ぬす
み
奪
ひ
て
得
る
所
、
猶
ほ
其
の
寡
嫂
孤
侄
を
恤うれ
ひ
、
飢
寒
せ
ざ
ら
し
む
。
是
の
一
念
を
以
て
、
霊
光
は
煜
煜
と
し
て
弾
丸
の
如
し
。
故
に
虎
は
敢
へ
て
食
は
ず
。
後
の
一
婦
人
は
、
其
の
夫
を
棄
て
て
私
か
に
嫁
ぎ
、
又
た
其
の
前
妻
の
子
を
虐
げ
、
身
は
完
膚
無
し
。
更
に
後
夫
の
金
を
盗
み
、
以
て
前
夫
の
女
に
貽
る
。
即
ち
懐
中
携
ふ
る
所
、
是
な
り
。
是
の
諸
悪
を
以
て
、
霊
光
は
消
え
尽
き
、
虎
之
を
視
れ
ば
、
復
た
人
身
に
非
ず
。
故
に
啖くら
ふ
所
と
為
る
。
爾
、
今
我
れ
に
遇
ふ
を
得
る
は
、
亦
た
以
て
善
く
継
母
に
事
へ
、
妻
子
の
食
を
輟や
め
て
以
て
養
へ
ば
な
り
。
頂
上
の
霊
光
は
高
さ
尺
許
り
な
り
。
故
に
我
れ
得
て
之
を
佑
く
。
爾
の
叩
拝
し
求
哀
す
る
を
以
て
に
非
ざ
る
な
り
。
勉
め
て
善
業
を
修
め
よ
。
当
に
尚
ほ
後
に
福
有
る
べ
し
、
と
。
因
り
て
帰
路
を
指
示
す
。
	
（『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
九
「
如
是
我
聞（
三
）」）
生
活
の
困
窮
に
耐
え
か
ね
て
家
を
棄
て
、
食
べ
物
を
探
し
に
さ
ま
よ
っ
た
者
が
、
道
に
迷
っ
た
あ
げ
く
険
し
い
岩
山
に
迷
い
込
ん
だ
。
木
の
下
で
途
方
に
暮
れ
て
い
る
と
、
そ
こ
へ
獰
猛
な
顔
つ
き
で
大
き
な
体
の
男
が
、
数
人
の
男
を
引
き
連
れ
て
現
れ
た
。
頭
を
地
面
に
擦
り
付
け
、
窮
状
を
訴
え
て
命
乞
い
を
す
る
と
、
大
男
は
「
怖
が
ら
な
く
て
良
い
。
わ
し
は
虎
の
神
で
、
こ
れ
か
ら
虎
た
ち
に
食
料
を
配
る
所
だ
。
お
前
は
食
わ
れ
た
者
の
持
ち
物
を
手
に
入
れ
よ
。
今
後
は
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
い
、
あ
る
場
所
へ
連
れ
て
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
六
七
行
っ
た
。
大
き
な
声
で
長
く
吼
え
る
と
、
虎
た
ち
が
群
が
り
や
っ
て
来
た
。
虎
の
神
が
手
を
挙
げ
て
指
示
し
た
が
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
一
頭
だ
け
を
残
し
て
散
っ
て
い
っ
た
。
虎
は
草
む
ら
に
身
を
伏
せ
、
通
行
人
を
吟
味
す
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
一
人
の
婦
人
が
通
り
か
か
る
と
襲
い
か
か
っ
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
虎
の
神
は
女
の
着
物
や
帯
の
間
を
調
べ
、
数
金
を
見
つ
け
る
と
男
に
渡
し
て
言
っ
た
「
虎
は
人
間
を
食
わ
な
い
。
禽
獣
だ
け
を
食
う
の
だ
。
人
間
を
食
う
の
は
、
人
間
で
あ
り
な
が
ら
禽
獣
と
変
わ
ら
な
い
者
だ
け
な
の
だ
。
人
間
は
、
天
か
ら
授
け
ら
れ
た
良
い
心
を
失
っ
て
い
な
い
者
は
、
頭
の
上
に
必
ず
霊
光
が
あ
る
。
天
か
ら
授
け
ら
れ
た
霊
光
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
者
は
、
頭
の
上
の
霊
光
が
全
く
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
禽
獣
と
同
じ
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
虎
は
食
え
る
の
じ
ゃ
」。「
お
前
が
今
、
わ
し
に
会
う
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
お
前
が
よ
く
継
母
に
仕
え
、
妻
子
に
は
食
べ
さ
せ
な
く
て
も
継
母
に
は
食
べ
さ
せ
た
か
ら
、
頭
上
の
霊
光
は
一
尺
ほ
ど
の
高
さ
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
わ
し
は
お
前
を
助
け
た
の
だ
。
お
前
が
土
下
座
し
て
命
乞
い
を
し
た
か
ら
で
は
な
い
。
善
行
を
積
む
こ
と
に
励
み
め
ば
、
後
で
き
っ
と
良
い
事
が
あ
る
に
違
い
な
い
」。
そ
し
て
帰
り
道
を
教
え
て
く
れ
た
。
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
九
「
如
是
我
聞
」
の
あ
ら
す
じ
は
以
上
の
通
り
で
、
主
題
は
「
虎
の
恩
返
し
譚
」
で
は
な
く
、
い
さ
さ
か
儒
教
色
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
虎
の
神
の
話
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、『
捜
神
記
』
巻
一
「
董
永
自
売
」
説
話
と
『
捜
神
後
記
』
巻
五
「
白
水
素
女
伝
説
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
説
話
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
か
ら
資
料
は
示
さ
な
い
が
、
話
の
趣
旨
は
同
一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
貧
し
く
身
寄
り
も
な
い
若
者
が
、
非
法
を
履
ま
ず
懸
命
に
働
く
姿
を
天
帝
が
憐
み
、
救
い
の
女
神
を
地
上
に
遣
わ
し
て
生
活
を
助
け
た
後
、
女
神
は
天
に
帰
っ
て
行
く
と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
捜
神
記
』
の
董
永
は
、
父
の
葬
式
代
金
を
工
面
す
る
た
め
、
自
ら
は
身
を
売
り
奴
隷
と
な
る
な
ど
、
両
説
話
と
も
儒
教
的
色
彩
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
は
、
こ
の
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
九
と
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
九
に
見
え
る
虎
の
神
の
話
は
、
既
に
示
し
た
『
聊
斎
志
異
』
巻
一
「
鷹
虎
神
」
に
も
記
載
が
あ
る
。
七
六
八
す
な
わ
ち
、
郡
城
の
東
嶽
廟
の
大
門
の
左
右
に
「
鷹
虎
神
」
と
呼
ば
れ
る
神
像
が
あ
り
、
あ
る
時
泥
棒
が
廟
に
潜
入
し
て
銭
三
百
を
盗
ん
だ
と
こ
ろ
、
左
腕
に
蒼
い
鷹
を
止
ま
ら
せ
た
大
男
が
山
か
ら
下
り
て
来
た
が
、
顔
は
緑
青
色
で
、
あ
た
か
も
廟
の
門
内
で
見
慣
れ
た
神
像
そ
っ
く
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。
虎
の
神
が
人
間
の
大
男
の
姿
を
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
の
資
料
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
分（
注
５
）
か
る
。
考
察
を
「
二
班
」
に
戻
す
と
、「
二
班
」
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
は
、「
虎
が
人
語
を
解
す
る
人
間
に
化
け
て
い
る
」
こ
と
で
あ
る
。
「
人
間
が
虎
に
な
っ
た
」
話
は
、
前
項
で
考
察
し
た
『
聊
斎
志
異
』
巻
六
「
向
杲
」・『
捜
神
記
』
巻
十
二
・『
捜
神
後
記
』
巻
四
の
資
料
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
古
く
六
朝
志
怪
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
虎
が
人
間
に
化
け
る
」
と
い
う
話
は
、
六
朝
志
怪
等
の
古
い
文
献
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
さ
ら
に
、「
二
班
」
及
び
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
九
「
如
是
我
聞
」（
三
）
に
は
「
人
間
に
化
け
る
」
だ
け
で
な
く
「
人
語
を
解
す
る
」
と
い
う
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
清
代
の
志
怪
小
説
な
ら
で
は
の
進
化
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
『
聊
斎
志
異
』
と
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
の
先
後
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
紀
昀
が
生
ま
れ
た
の
は
一
七
二
四
年
で
、
蒲
松
齢
（
一
六
四
〇
～
一
七
一
五
）
の
没
後
で
あ
る
か
ら
、『
聊
斎
志
異
』
が
先
行
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。「
二
班
」
に
は
登
場
人
物
の
心
理
描
写
の
書
き
込
み
や
科
白
の
細
や
か
さ
な
ど
、『
聊
斎
志
異
』
特
有
の
完
成
度
の
高
さ
が
伺
え
る
。
紀
昀
が
蒲
松
齢
の
作
風
を
批
判
し
た
事
に
つ
い
て
は
小
論
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
か
ら
、『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
九
「
虎
の
神
」
の
話
は
、「
二
班
」
を
も
と
に
し
て
書
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
蒲
松
齢
と
紀
昀
の
執
筆
当
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
元
に
は
虎
に
関
す
る
内
容
の
資
料
、
具
体
的
に
は
「
虎
の
神
」
に
関
す
る
資
料
に
加
え
、
高
い
倫
理
性
を
備
え
た
虎
の
説
話
資
料
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
も
と
に
『
聊
斎
志
異
』
と
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
が
書
か
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
、
蒲
松
齢
は
『
捜
神
記
』
巻
二
十
を
参
考
に
し
て
『
聊
斎
志
異
』
巻
八
「
象
」
を
書
き
、
続
い
て
手
元
に
あ
っ
た
こ
の
よ
う
な
虎
の
資
料
を
も
と
に
「
二
班
」
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
六
九
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
紀
昀
も
同
様
に
手
元
の
虎
の
資
料
を
参
考
に
し
つ
つ
、
さ
ら
に
主
題
を
変
え
て
「
虎
の
恩
返
し
」
で
は
な
く
儒
教
色
を
前
面
に
押
し
出
し
た
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
九
の
「
虎
の
神
」
を
書
い
た
と
い
う
次
第
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
紀
昀
の
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
に
は
、
従
来
の
小
説
を
土
台
と
し
、
さ
ら
に
独
自
の
儒
教
観
を
濃
厚
に
反
映
さ
せ
て
全
く
別
の
作
品
に
仕
立
て
直
し
た
作
品
が
他
に
も
見
つ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
四
に
見
え
る
武
邑
の
道
学
者
の
話
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
今
考
察
し
た
「
虎
の
神
」
と
同
様
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
白
行
簡
「
奇
夢
」
を
土
台
に
し
つ
つ
も
、「
幽
体
離
脱
」
と
い
う
「
奇
夢
」
の
主
題
を
変
更
し
、
こ
れ
に
代
え
て
紀
昀
独
自
の
思
想
が
盛
り
込
ま
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。
武
邑
の
某
と
い
う
道
学
者
が
、
妖
怪
が
出
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
寺
の
経
蔵
の
前
で
深
夜
酒
宴
を
催
し
、
酣
と
な
る
に
及
ん
で
『
西
銘
』
の
万
物
一
体
の
道
理
を
議
論
し
た
。
道
学
者
を
も
っ
て
自
ら
任
ず
る
某
は
妖
怪
を
怖
れ
る
こ
と
な
く
談
じ
続
け
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
者
も
皆
、
夜
が
更
け
る
の
も
気
付
か
ず
、
衿
を
正
し
て
某
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
す
る
と
突
然
、
経
蔵
の
上
か
ら
激
し
く
叱
り
つ
け
る
声
と
と
も
に
、
石
垣
の
瓦
が
投
げ
つ
け
ら
れ
、
雷
の
よ
う
な
地
響
き
を
た
て
た
と
い
う
。
忽
ち
閣
上
に
厲
声
あ
り
、
叱
り
て
曰
く
、
時
、
方
に
飢
疫
す
。
百
姓
頻
る
死
亡
す
る
有
り
。
汝
は
郷
宦
た
り
。
既
に
早
く
義
挙
を
倡とな
へ
、
粥
を
施
し
、
薬
を
捨お
く
を
思
は
ざ
れ
ば
、
即
ち
応
に
此
の
良
夜
を
趁お
ひ
、
戸
を
閉
め
安
眠
す
べ
し
。
尚
ほ
自
ら
了
漢
た
る
を
失
は
ざ
ら
ん
。
乃
ち
虚
談
・
高
論
し
、
此
に
在
り
て
、
民
は
胞
と
も
が
らな
り
、
物
は
与
と
も
が
らな
り
、
と
講
ず
。
知
ら
ず
、
所
謂
、
胞
与
と
は
安
く
に
在
る
か
。
就
た
と
ひ
令
講
ず
る
こ
と
天
明
に
至
れ
ば
、
還
た
飯
餐
を
作
す
可
き
か
。
薬
服
を
作
す
可
き
や
否
や
。
且
く
汝
に
一
磚
を
撃
た
ん
。
汝
、
再
び
講
ぜ
よ
。
邪
は
正
に
勝
た
ず
、
と
。
忽
ち
一
城
磚
、
飛
び
下
る
。
声
は
霹
靂
の
若
し
。
杯
盤
・
凡
て
の
案
、
倶
に
砕
く
。
某
公
、
倉
皇
と
し
て
走
り
出
づ
。
曰
く
、
程
朱
の
学
を
信
ぜ
ざ
る
は
、
此
れ
妖
の
妖
た
る
所
以
か
、
と
。
徐
ろ
に
歩
み
太
息
し
て
去
る
。	
（『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
四
「
灤
陽
消
夏
録
」）
七
七
〇
一
方
、「
奇
夢
」
は
、
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
唐
の
天
后
年
間
、
劉
幽
求
と
い
う
朝
邑
の
丞
が
夜
中
に
仏
堂
院
の
側
を
通
り
か
か
る
と
、
自
分
の
妻
が
寺
の
中
で
十
数
人
の
児
女
と
歓
談
飲
食
し
て
い
る
の
が
見
え
た
。
こ
れ
を
訝
り
瓦
を
投
げ
入
れ
る
と
、
そ
こ
に
居
た
者
た
ち
は
掻
き
消
す
よ
う
に
姿
を
消
し
た
。
そ
の
後
、
帰
宅
し
た
劉
幽
求
が
今
体
験
し
た
出
来
事
を
妻
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
妻
も
ま
た
夢
の
中
で
見
知
ら
ぬ
十
数
人
の
者
と
寺
院
の
庭
で
会
食
し
て
い
た
。
そ
の
最
中
、
何
者
か
が
外
か
ら
瓦
礫
を
投
げ
入
れ
、
盃
や
皿
が
飛
散
し
た
と
こ
ろ
で
目
が
覚
め
た
、
と
語
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
天
后
の
時
、
劉
幽
求
、
朝
邑
の
丞
た
り
。
嘗
て
使
を
奉
じ
夜
帰
る
。
未
だ
家
に
及
ば
ざ
る
こ
と
十
余
里
に
し
て
、
適
々
仏
道
院
有
り
、
路
其
の
側
に
出
づ
。
寺
中
に
歌
笑
歓
洽
す
る
を
聞
く
。
寺
垣
短
欠
し
て
尽
く
其
の
中
を
覩み
る
を
得
た
り
。
劉
、
身
を
俯
し
て
之
を
窺
へ
ば
、
十
数
人
の
児
女
雑
坐
し
、
盤
餞
を
羅
列
し
、
之
を
環
繞
し
て
共
に
食
ら
ふ
を
見
る
。
其
の
妻
の
坐
中
に
在
り
て
語
笑
す
る
を
見
、
劉
初
め
愕
然
と
し
て
其
の
故
を
測
ら
ず
。
之
を
久
う
し
、
且
つ
其
の
当
に
此
に
至
る
べ
か
ら
ざ
る
を
思
ふ
も
、
復
た
之
を
捨
つ
る
こ
と
能
は
ず
。
又
熟
視
す
れ
ば
、
容
止
言
笑
、
異
な
る
無
し
。
将
に
就
き
て
之
を
察
せ
ん
と
す
る
も
、
寺
門
閉
ざ
さ
れ
て
入
る
を
得
ず
。
劉
、
瓦
を
擲
げ
て
之
を
撃
て
ば
、
其
の
罍
洗
に
中
つ
。
破
迸
走
散
し
、
因
り
て
忽
ち
見
え
ず
。
劉
、
垣
を
踰こ
え
て
直
ち
に
入
り
、
従
者
と
同とも
に
視
れ
ば
、
殿
廡
人
無
く
、
寺
扃
故
の
如
し
。
劉
、
訝
る
こ
と
益
々
甚
だ
し
。
遂
に
馳
せ
帰
る
。
其
の
家
に
至
る
比ころほひ
、
妻
方
に
寝
ぬ
。
劉
の
至
る
を
聞
き
、
乃
ち
寒
暄
を
叙
し
訖おは
る
。
妻
笑
ひ
て
曰
く
、
向
に
夢
中
に
数
十
人
と
一
寺
に
遊
ぶ
。
皆
な
相
ひ
識
ら
ず
。
殿
庭
に
会
食
す
。
人
有
り
、
外
自
り
瓦
礫
を
以
て
之
を
投
じ
、
杯
盤
狼
藉
た
り
。
因
り
て
遂
に
覚
め
た
り
、
と
。	
（
白
行
簡
「
奇
夢
」）
右
に
示
し
た
こ
の
二
つ
の
作
品
に
は
、
深
夜
、
寺
院
で
宴
会
を
し
て
い
る
最
中
に
瓦
を
投
げ
つ
け
ら
れ
る
、
と
い
う
特
徴
的
な
行
為
が
共
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
さ
ら
に
「
杯
盤
」
と
い
う
語
が
共
通
し
て
使
わ
れ
る
な
ど
、
破
壊
さ
れ
た
宴
席
の
あ
り
様
と
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
者
の
狼
狽
ぶ
り
も
酷
似
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
四
に
見
え
る
武
邑
の
道
学
者
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
七
一
の
記
事
は
、
白
行
簡
の
「
奇
夢
」
を
も
と
に
書
か
れ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
紀
昀
の
狙
い
は
「
奇
夢
」
の
主
題
と
も
い
う
べ
き
幽
体
離
脱
で
は
な
く
、
志
怪
小
説
の
体
裁
を
借
り
た
宋
代
の
思
想
で
あ
る
道
学
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
四
の
中
で
妖
怪
に
仮
託
し
て
語
ら
れ
る
の
は
、
紛
れ
も
な
く
紀
昀
自
身
の
官
僚
と
し
て
の
哲
学
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
著
作
態
度
こ
そ
は
、
既
に
見
て
き
た
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
九
「
如
是
我
聞
」
の
中
で
、
虎
の
神
に
儒
家
思
想
を
語
ら
せ
る
の
と
同
一
の
発
想
に
よ
る
紀
昀
な
ら
で
は
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
三
『
聊
斎
志
異
』
巻
六
「
餓
鬼
」
は
、
馬
永
父
子
の
一
代
記
で
あ
る
。
無
頼
の
徒
、
馬
永
は
あ
る
日
食
糧
を
攫
っ
て
代
金
を
支
払
わ
ず
、
店
の
者
に
酷
い
目
に
遭
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
憐
れ
ん
だ
朱
翁
は
銭
数
百
を
恵
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
馬
永
は
そ
の
後
も
悪
行
を
繰
り
返
し
た
た
め
訴
え
ら
れ
、
獄
中
死
し
た
。
す
る
と
そ
の
夜
、
朱
翁
の
夢
に
馬
永
が
現
わ
れ
、
恩
返
し
に
来
た
旨
を
告
げ
た
。
朱
翁
が
目
を
覚
ま
す
と
、
妾
が
男
児
を
生
ん
だ
こ
と
か
ら
、
馬
永
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
悟
り
、
そ
の
子
を
馬
児
と
名
付
け
て
育
て
た
と
い
う
の
が
一
篇
の
趣
旨
で
あ
る
。『
聊
斎
志
異
』
に
は
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
話
が
巻
四
「
蹇
償
債
」・
巻
八
「
銭
卜
巫
」
に
も
見
え
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、「
蹇
償
債
」
の
内
容
が
『
子
不
語
』
巻
一
「
大
楽
上
人
」
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
餓
鬼
」
と
同
様
、
生
前
に
施
し
を
受
け
た
者
が
死
後
恩
返
し
に
現
わ
れ
、
驢
馬
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
い
う
共
通
す
る
内
容
を
骨
子
と
し
て
い
る
。
考
察
の
手
順
と
し
て
最
初
に
『
聊
斎
志
異
』「
蹇
償
債
」
と
『
子
不
語
』「
大
楽
上
人
」
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。
次
に
「
蹇
償
債
」
と
「
大
楽
上
人
」
の
全
文
を
掲
げ
る
。
李
公
著
明
は
慷
慨
施
し
を
好
む
。
郷
人
某
は
公
の
室
に
傭
居
す
。
其
の
人
、
少
く
し
て
遊
惰
、
農
業
を
操
る
こ
と
能
は
ず
。
家
は
窶
七
七
二
貧
な
り
。
然
れ
ど
も
小
き
よ
り
技
能
有
り
。
常
に
役
務
を
為
し
、
毎
に
之
に
賚たま
ふ
こ
と
厚
し
。
時
に
晨
炊
無
く
、
公
に
向
ひ
哀
乞
す
。
公
、
輙
ち
給
す
る
に
升
斗
を
以
て
す
。
一
日
、
公
に
告
げ
て
曰
く
、
小
人
日
々
厚
恤
を
受
く
。
三
四
の
口
、
幸
ひ
餓
殍
せ
ず
。
然
れ
ど
も
、
曷
ぞ
以
て
久
し
く
す
可
き
。
主
人
に
乞
ふ
、
我
れ
に
緑
豆
一
石
を
貸
せ
、
資
本
と
作
さ
ん
、
と
。
公
、
忻
然
と
し
て
之
に
授
け
れ
ば
負
ひ
去
る
。
年
余
に
し
て
一
も
償
ふ
所
無
し
。
之
に
問
ふ
に
及
べ
ば
、
豆
貲
は
已
に
蕩
然
た
り
。
公
、
其
の
貧
な
る
を
憐
み
、
亦
た
置
き
て
索
め
ず
。
公
、
蕭
寺
に
読
書
す
。
後
三
年
余
、
忽
ち
夢
に
某
来
た
り
て
曰
く
、
小
人
、
主
人
に
豆
直
を
負
ふ
。
今
、
来
た
り
て
投
償
せ
ん
、
と
。
公
、
之
を
慰
め
て
曰
く
、
若
し
爾
の
償
を
索
む
れ
ば
、
則
ち
平
日
負
ふ
所
の
欠
く
る
者
は
、
何
ぞ
数
算
す
可
け
ん
、
と
。
某
、
愀
然
と
し
て
曰
く
、
固
よ
り
然
り
。
凡
そ
人
、
為
す
所
有
り
て
人
に
受
く
れ
ば
、
千
金
は
報
ぜ
ざ
る
可
き
な
り
。
若
し
端
無
く
し
て
人
の
資
助
を
受
く
れ
ば
、
升
斗
す
ら
且
つ
昧
き
を
容
れ
ず
、
況
ん
や
其
の
多
き
を
や
、
と
。
言
ひ
已お竟
は
り
て
去
る
。
公
、
愈
々
疑
へ
り
。
既
に
し
て
家
人
、
公
に
白
す
、
夜
牝
驢
一
駒
を
産
む
。
且
つ
修
偉
な
り
、
と
。
公
、
忽
ち
悟
り
て
曰
く
、
駒
の
某
為
る
こ
と
毋
き
を
得
ん
や
、
と
。
数
日
を
越
し
て
帰
り
、
駒
を
見
、
戯
れ
に
某
の
名
を
呼
べ
ば
、
駒
は
奔
り
て
赴
く
こ
と
知
識
有
る
が
如
し
。
此
れ
自
り
遂
に
以
て
名
と
為
す
。
公
、
乗
り
て
青
州
に
赴
く
。
衡
府
の
内
監
、
見
て
之
を
悦
ぶ
。
願
は
く
は
重
價
を
以
て
之
を
購
は
ん
、
と
。
議
直
ち
に
未
だ
定
ま
ら
ず
。
適
々
公
、
家
中
の
急
務
を
以
て
待
つ
に
及
ば
ず
、
遂
に
帰
る
。
又
た
歳
を
逾こ
し
、
駒
、
雄
馬
と
同
櫪
し
踁
骨
を
齕
折
す
。
療
す
可
か
ら
ず
。
牛
医
有
り
、
公
の
家
に
至
る
。
之
を
見
、
公
に
謂
ひ
て
曰
く
、
乞
ふ
駒
を
以
て
小
人
に
付
せ
。
朝
夕
療
養
し
、
需
む
る
に
歳
月
を
以
て
す
れ
ば
、
万
一
に
痊い
ゆ
る
を
得
ん
。
直
る
を
得
れ
ば
、
公
と
之
を
剖
分
せ
ん
、
と
。
公
、
請
ふ
所
の
如
し
。
後
数
月
、
牛
医
驢
を
售う
る
。
銭
千
八
百
を
得
た
り
。
半
を
以
て
公
に
献
ず
。
公
、
銭
を
受
け
て
頓
悟
す
。
其
の
数
、
豆
の
價
に
適
符
す
る
な
り
。
噫
、
昭
昭
の
債
、
冥
冥
の
償
、
此
れ
以
て
勧
む
る
に
足
れ
り
。	
（『
聊
斎
志
異
』
巻
四
「
蹇
償
債
」）
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
七
三
洛
陽
水
陸
庵
の
僧
、
大
楽
上
人
と
号
す
。
財
に
饒
か
な
り
。
其
の
隣
人
、
周
某
、
県
役
に
充あた
る
。
家
貧
し
く
、
税
租
を
承
催
す
れ
ば
、
皆
な
之
を
侵
触
す
。
比
期
に
逢
ふ
毎
に
、
輒
ち
上
人
に
向
ひ
借
貸
す
。
数
年
間
積
り
て
七
両
に
至
る
。
上
人
、
其
の
償
還
す
る
に
無
力
な
る
を
知
り
、
復
た
取
索
せ
ず
。
役
、
頻
り
に
恩
に
感
じ
、
相
ひ
見
れ
ば
必
ず
曰
く
、
吾
れ
上
人
の
恩
に
報
ゆ
る
能
は
ず
。
死
す
れ
ば
当
に
驢
馬
と
為
り
、
以
て
報
ゆ
べ
し
、
と
。
居
る
こ
と
何
も
無
く
し
て
、
晩
に
人
有
り
門
を
叩
く
こ
と
甚
だ
急
な
り
。
誰
為
る
か
と
問
へ
ば
、
声
に
応
じ
て
曰
く
、
周
某
な
り
、
来
り
て
恩
に
報
ゆ
る
の
み
、
と
。
上
人
戸
を
啓ひら
け
ば
了
と
し
て
人
を
見
ず
。
以
て
相
ひ
戯
む
る
者
有
り
と
為
す
。
是
の
夜
、
畜
ふ
所
の
驢
、
一
駒
を
産
む
。
明
旦
役
を
訪
へ
ば
、
果
た
し
て
死
す
。
上
人
驢
の
傍
に
至
れ
ば
、
産
駒
首
を
奮
ひ
、
足
を
翹あ
げ
、
相
ひ
識
る
者
の
若
し
。	
（『
子
不
語
』
巻
一
「
大
楽
上
人
」）
『
聊
斎
志
異
』「
蹇
償
債
」
を
一
読
し
て
気
付
く
の
は
、
話
の
筋
に
飛
躍
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
人
情
に
篤
い
李
公
著
明
の
家
に
雇
わ
れ
て
住
ん
で
い
た
郷
人
某
は
、
怠
け
者
で
貧
し
か
っ
た
た
め
、
李
公
は
長
年
経
済
的
援
助
を
し
て
い
た
。
す
る
と
あ
る
日
突
然
、
李
公
の
夢
に
郷
人
某
が
現
れ
て
「
三
年
前
に
借
り
た
大
豆
の
代
金
を
お
返
し
し
た
い
」
と
伝
え
た
。
李
公
が
、
こ
れ
ま
で
貸
し
た
金
額
を
計
算
し
た
ら
と
う
て
い
返
せ
な
い
で
あ
ろ
う
と
慰
め
た
。
そ
の
夜
、
驢
馬
が
子
驢
馬
を
一
頭
産
ん
だ
と
い
う
報
を
受
け
た
李
公
は
す
ぐ
に
、
そ
の
驢
馬
は
郷
人
某
に
違
い
な
い
と
悟
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
は
分
か
り
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
『
子
不
語
』「
大
楽
上
人
」
の
よ
う
に
、
大
楽
上
人
か
ら
長
年
の
恩
義
を
受
け
た
周
某
が
「
死
す
れ
ば
当
に
驢
馬
と
為
り
、
以
て
報
ゆ
べ
し
」
つ
ま
り
、「
死
ん
だ
ら
驢
馬
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
御
恩
に
報
い
た
い
」
と
い
っ
た
意
思
表
示
が
な
い
ば
か
り
か
、
郷
人
某
が
死
亡
し
た
と
い
う
記
述
が
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
蹇
償
債
」
の
構
成
に
つ
い
て
見
る
と
、「
大
楽
上
人
」
は
、
周
某
が
驢
馬
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
場
面
で
一
篇
が
終
了
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
蹇
償
債
」
で
は
、
某
が
驢
馬
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
話
に
引
き
続
き
、
さ
ら
に
驢
馬
に
ま
つ
わ
る
売
買
譚
へ
と
話
が
展
開
し
七
七
四
て
い
る
。
既
に
存
在
す
る
資
料
に
基
づ
い
て
作
品
を
書
く
場
合
に
お
け
る
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
元
の
資
料
に
新
た
な
要
素
を
付
加
し
て
ゆ
く
事
か
ら
、
勢
い
最
初
の
資
料
よ
り
も
饒
舌
に
な
る
傾
向
は
免
れ
な
い
。
そ
こ
で
今
指
摘
し
た
二
つ
の
事
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
蹇
償
債
」
が
「
大
楽
上
人
」
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
と
い
う
一
応
の
推
論
が
成
り
立
ち
そ
う
で
あ
る
が
、
事
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
『
聊
斎
志
異
』
と
『
子
不
語
』
の
先
後
に
つ
い
て
は
、
蒲
松
齢
の
生
没
年
が
一
六
四
〇
～
一
七
一
五
年
で
あ
り
、
袁
枚
が
一
七
一
六
～
一
七
九
七
年
で
あ
る
が
、『
聊
斎
志
異
』
は
蒲
松
齢
の
死
後
五
十
一
年
を
経
た
乾
隆
三
十
一
（
一
七
六
六
）
年
、
厳
陵
の
太
守
、
趙
起
杲
が
鮑
以
文
と
そ
の
他
四
人
の
協
力
に
よ
っ
て
始
め
て
青
柯
亭
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
先
学
の
指
摘
す（注
６
）ると
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
袁
枚
が
『
子
不
語
』
を
執
筆
し
た
の
は
そ
の
晩
年
、
六
十
歳
前
後
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
蒲
松
齢
が
「
大
楽
上
人
」
を
も
と
に
「
蹇
償
債
」
を
書
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、「
蹇
償
債
」
を
分
か
り
に
く
い
作
品
た
ら
し
め
て
い
る
記
述
の
不
備
に
か
か
る
原
因
は
、
こ
の
問
題
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
推
測
す
る
に
、「
施
し
を
受
け
た
者
が
死
後
恩
返
し
に
現
れ
、
驢
馬
に
生
ま
れ
変
わ
る
」
と
い
う
話
の
大
元
に
な
る
資
料
が
本
来
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
「
蹇
償
債
」
と
「
大
楽
上
人
」
が
別
箇
に
書
か
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
資
料
に
ま
つ
わ
る
こ
れ
と
同
種
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
前
項
で
、
蒲
松
齢
の
『
聊
斎
志
異
』
と
紀
昀
の
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
が
書
か
れ
た
背
景
に
、
志
怪
に
関
連
す
る
大
元
と
な
る
共
通
の
資
料
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
同
様
に
『
聊
斎
志
異
』
と
『
子
不
語
』
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
書
か
れ
た
と
い
う
次
第
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
推
論
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
、『
聊
斎
志
異
』
巻
八
「
銭
卜
巫
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
銭
卜
巫
」
は
金
持
ち
の
某
翁
が
、
夏
商
と
い
う
貧
し
い
者
に
同
情
し
、
大
金
を
貸
し
与
え
商
い
を
さ
せ
る
が
、
い
つ
も
元
手
を
欠
い
て
い
た
。
田
畑
と
家
を
売
り
払
っ
て
借
金
を
返
済
し
よ
う
と
す
る
夏
商
に
対
し
て
翁
は
不
憫
に
思
い
、
さ
ら
に
多
額
の
金
を
貸
す
の
だ
っ
た
。
夏
商
は
翁
に
向
か
っ
て
「
十
数
金
す
ら
尚
ほ
償
ふ
能
は
ず
、
奈
何
ぞ
来
世
の
驢
馬
の
債
を
結
ば
ん
や
」（
十
数
金
で
さ
え
お
返
し
で
き
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
来
世
、
驢
馬
に
生
ま
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
七
五
れ
変
わ
ら
な
け
れ
ば
返
せ
ぬ
よ
う
な
お
金
を
拝
借
で
き
ま
し
ょ
う
か
）
と
答
え
る
。「
驢
馬
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
債
務
を
償
う
」
と
い
う
記
述
は
、
驢
馬
に
関
す
る
記
事
が
一
切
見
え
な
い
「
銭
卜
巫
」
に
あ
っ
て
何
の
脈
絡
も
な
く
出
現
す
る
句
で
あ
り
、
い
か
に
も
唐
突
で
違
和
感
を
覚
え
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、「
銭
卜
巫
」
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
違
和
感
も
ま
た
、「
蹇
償
債
」
や
「
大
楽
上
人
」
の
元
に
な
っ
た
資
料
を
念
頭
に
書
か
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。「
蹇
償
債
」
と
「
大
楽
上
人
」
の
関
係
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
筆
者
の
推
論
を
側
面
か
ら
裏
付
け
る
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
四
陳
玄
祐
「
離
魂
記
」
は
唐
代
を
代
表
す
る
伝
奇
と
し
て
知
ら
れ
、
後
世
の
志
怪
小
説
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。「
離
魂
記
」
か
ら
約
六
百
年
後
、
明
代
に
入
り
木
版
印
刷
に
よ
る
小
説
の
出
版
が
始
ま
り
、
読
者
を
意
識
し
た
娯
楽
性
を
盛
り
込
む
必
要
に
迫
ら
れ
る
と
、
記
録
文
学
と
い
う
伝
統
的
な
概
念
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
、
作
者
の
手
に
よ
っ
て
創
作
を
加
え
る
と
い
う
、
従
来
に
な
い
意
識
が
芽
生
え
た
。「
離
魂
記
」
に
描
か
れ
て
い
る
男
女
の
駆
け
落
ち
や
幽
体
離
脱
と
い
っ
た
要
素
は
、
娯
楽
小
説
を
創
作
す
る
際
、
絶
好
の
材
料
と
な
っ
た
筈
で
あ
る
。
明
代
の
『
剪
燈
新
話
』「
金
鳳
釵
記
」、
清
代
の
『
子
不
語
』
巻
六
「
喀
雄
」
に
は
、
い
ず
れ
も
「
離
魂
記
」
と
同
旨
の
駆
け
落
ち
譚
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
金
鳳
釵
記
」
や
「
喀
雄
」
が
「
離
魂
記
」
の
影
響
を
受
け
て
書
か
れ
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
、
清
代
に
入
る
と
『
子
不
語
』「
喀
雄
」
で
は
、
駆
け
落
ち
譚
が
一
篇
の
骨
子
を
成
し
て
い
る
も
の
の
、「
離
魂
記
」
「
金
鳳
釵
記
」
以
来
の
定
番
と
も
い
う
べ
き
幽
体
離
脱
は
姿
を
消
し
、
こ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
説
話
の
構
成
要
素
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
は
『
子
不
語
』
巻
六
「
喀
雄
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
問
題
の
検
証
を
行
う
。
資
料
は
稍
々
長
文
に
わ
た
る
が
、
最
初
に
「
喀
雄
」
の
全
文
を
次
に
掲
げ
る
。
七
七
六
喀
雄
、
姓
は
楊
。
父
は
守
備
を
作
す
も
早
く
亡
ぶ
。
表
叔
、
周
某
は
副
将
を
作
す
。
河
州
に
鎮
た
り
。
其
の
孤
な
る
を
怜
れ
み
、
之
を
撫
養
す
。
周
に
女
有
り
。
年
は
相
ひ
若
く
。
雄
の
少
年
に
し
て
聡
秀
な
る
を
見
、
頗
る
之
を
愛
す
。
時
に
飲
食
を
与
に
す
。
周
家
は
法
、
甚
だ
厳
な
れ
ば
、
卒
に
他
事
無
し
。
務
子
な
る
者
有
り
。
亦
た
周
の
戚
な
り
。
書
斎
に
直
宿
す
。
夏
月
、
雄
、
熱
き
に
苦
し
み
、
月
下
に
徘
徊
す
。
周
の
女
の
冉
冉
と
し
て
至
る
を
見
、
遂
に
与
に
懽
を
成
す
。
次
の
日
、
内
に
入
り
、
女
の
暁
に
粧
ふ
を
見
、
雄
、
之
に
目
し
て
笑
へ
ば
、
女
も
亦
た
笑
ひ
て
之
を
迎
ふ
。
自
後
、
日
と
し
て
至
ら
ざ
る
無
し
。
務
子
、
其
の
房
中
に
笑
語
す
る
を
聞
き
、
疑
ひ
て
之
を
窺
へ
ば
、
雄
と
周
の
女
と
相
ひ
狎
る
る
を
見
、
心
大
い
に
妬
む
。
密
か
に
周
公
に
白
す
。
周
、
宅
に
入
り
、
其
の
夫
人
を
譲せ
む
。
夫
人
曰
く
、
女
児
は
夜
夜
、
我
と
同
床
す
。
焉
ん
ぞ
此
の
事
有
ら
ん
、
と
。
周
、
終
に
疑
ひ
を
為
す
を
以
て
他
事
に
借
り
、
雄
を
杖
し
て
之
を
遣
る
。
雄
、
依
る
所
無
く
、
身
を
蘭
州
の
古
寺
中
に
棲
ひ
す
。
一
日
、
女
忽
ち
至
る
。
帯
び
来
る
輜
重
は
甚
だ
富
め
り
。
雄
、
驚
き
且
つ
喜
び
、
何
に
従
り
て
来
る
か
を
問
ふ
。
曰
く
、
我
が
叔
父
と
同
に
来
る
、
と
。
蓋
し
、
周
公
の
弟
に
し
て
、
名
は
鋙
な
る
者
、
亦
た
武
官
な
り
。
方
に
蘭
州
の
守
備
に
陞のぼ
る
。
雄
、
深
く
信
じ
て
疑
は
ず
。
女
と
居
る
こ
と
半
月
、
揚
揚
と
し
て
富
人
の
如
し
。
叔
、
任
に
到
る
後
、
諸
に
塗
に
遇
ふ
。
喜
び
て
曰
く
、
姪
は
此
に
在
る
か
、
と
。
曰
く
、
然
り
、
と
。
叔
、
馬
に
策
し
て
其
の
堂
に
登
る
。
姪
婦
、
出
て
拝
す
れ
ば
乃
ち
周
の
女
な
り
。
大
い
に
驚
き
故
を
問
へ
ば
、
雄
、
具
に
之
を
言
ふ
。
鋙
曰
く
、
予
れ
来
る
時
、
署
中
に
女
を
失
ふ
事
を
聞
か
ず
。
豈
に
吾
が
兄
、
之
を
諱
む
か
、
と
。
居
る
こ
と
数
日
、
公
事
に
借
り
、
河
州
に
回
り
、
備
に
其
の
事
を
述
ぶ
。
周
、
大
い
に
駭
き
曰
く
、
吾
が
女
、
宛
然
と
し
て
室
に
在
り
。
頃しばらく
且
に
飯
を
同
に
す
。
那
ぞ
此
の
事
有
ら
ん
。
或
ひ
は
、
其
れ
狐
仙
の
冒
托
す
る
所
な
る
か
、
と
。
夫
人
曰
く
、
其
の
狐
狸
を
し
て
我
が
女
の
名
を
冒
托
し
、
我
が
閨
門
を
玷けが
す
よ
り
は
、
竟
に
真
の
女
を
以
て
之
に
妻
は
せ
、
渠かれ
の
如
何
を
看
る
に
如
か
ず
、
と
。
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
七
七
周
兄
弟
二
人
、
大
い
に
以
て
然
り
と
為
し
、
即
ち
雄
を
招
き
帰
ら
せ
、
親
と
成
す
。
合
卺
の
夕
べ
、
西
寧
の
女
、
先
づ
已
に
房
に
在
り
。
雄
、
茫
然
と
し
て
措
く
所
を
知
ら
ず
。
女
、
笑
ひ
て
之
に
謂
ひ
て
曰
く
、
何
事
か
張
皇
す
る
。
児
は
狐
な
り
。
実
に
徳
に
報
ゆ
る
を
為
さ
ん
と
し
て
来
る
。
令
祖
、
将
軍
と
作
り
し
時
、
嘗
て
土
門
関
に
猟
す
。
児
、
矢
に
貫
か
れ
、
擒
に
せ
ら
る
。
令
祖
、
矢
を
抜
き
之
を
縦ゆる
す
。
屡
々
恩
に
報
い
ん
と
欲
す
る
も
、
従
り
て
手
を
下
す
無
し
。
近
ご
ろ
、
郎
の
周
の
女
を
愛
す
れ
ど
も
得
ざ
る
を
知
り
、
故
に
来
り
氷
人
と
作
り
、
以
て
汝
に
償
ふ
。
願
は
く
は
、
亦
た
子
と
周
の
女
と
夙
縁
有
ら
ん
こ
と
を
。
然
ら
ず
ん
ば
、
児
も
亦
た
力
を
為
す
能
は
ざ
る
な
り
。
今
、
媒
已
に
成
る
。
児
、
去
ら
ん
、
と
。
倐
然
と
し
て
見
え
ず
。	
（『
子
不
語
』
巻
六
「
喀
雄
」）
「
離
魂
記
」
と
『
子
不
語
』「
喀
雄
」
を
比
較
す
る
と
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
若
い
男
女
の
恋
愛
か
ら
発
展
す
る
駆
け
落
ち
譚
で
あ
り
、
共
通
点
も
多
い
。
一
つ
は
両
者
と
も
、
若
く
て
聡
明
な
男
と
彼
を
慕
う
女
が
登
場
す
る
が
、
恋
の
行
く
末
を
悲
観
し
て
他
所
に
逃
れ
た
男
の
も
と
に
女
が
後
を
追
っ
て
来
る
事
、
そ
し
て
大
団
円
に
は
幸
福
な
結
末
で
終
わ
る
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
説
と
し
て
の
進
化
の
過
程
も
読
み
取
れ
る
。「
離
魂
記
」
で
は
王
宙
に
恋
焦
が
れ
た
倩
娘
は
、
逢
い
た
い
一
心
で
幽
体
離
脱
し
、
王
宙
の
も
と
に
行
く
。
一
方
、『
子
不
語
』「
喀
雄
」
で
は
「
離
魂
記
」
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
若
い
男
女
の
純
粋
な
恋
愛
譚
で
は
な
く
、
冒
頭
か
ら
見
ら
れ
る
露
骨
な
愛
欲
描
写
は
読
者
を
困
惑
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
女
の
正
体
は
、
以
前
、
男
（
喀
雄
）
の
祖
父
に
命
を
助
け
ら
れ
た
狐
で
あ
っ
て
、
周
家
の
娘
を
愛
し
て
い
な
が
ら
結
婚
で
き
ず
に
い
る
男
（
喀
雄
）
を
手
助
け
す
る
た
め
に
術
を
使
い
、
周
家
の
娘
に
化
け
て
駆
け
落
ち
を
図
る
。
駆
け
落
ち
の
相
手
が
狐
で
あ
る
と
家
人
に
気
付
か
せ
、
家
の
体
面
を
汚
さ
れ
る
よ
り
は
、
娘
を
嫁
に
出
し
て
狐
の
出
方
を
見
た
方
が
良
い
と
い
う
判
断
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
結
果
、
喀
雄
は
め
で
た
く
本
物
の
周
家
の
娘
と
結
婚
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
結
末
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
喀
雄
」
の
主
題
は
「
狐
の
恩
返
し
」
で
あ
り
、「
離
魂
記
」
の
「
幽
体
離
脱
」「
純
愛
」
か
ら
す
り
替
え
て
、
娯
楽
小
説
と
し
て
見
事
な
手
法
で
再
構
築
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
恩
返
し
」
と
い
う
主
題
は
古
く
『
捜
神
記
』
七
七
八
等
に
「
亀
の
恩
返
し
」
の
話
が
多
数
見
え
る
よ
う
に
志
怪
小
説
の
定
番
で
あ
る
。
や
が
て
清
代
に
な
る
と
『
聊
斎
志
異
』
な
ど
に
は
「
虎
の
恩
返
し
」
が
頻
繁
に
登
場
す
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
考
察
し
た
通
り
で
あ
る
。
『
子
不
語
』「
喀
雄
」
が
「
離
魂
記
」
を
も
と
に
し
た
創
作
で
あ
る
と
考
え
る
根
拠
と
し
て
さ
ら
に
言
え
ば
、「
離
魂
記
」
は
そ
の
冒
頭
に
「
天
授
三
年
」
の
よ
う
な
具
体
的
な
日
付
が
記
さ
れ
、
末
尾
に
は
四
十
年
後
の
子
孫
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
と
と
も
に
、
作
者
の
陳
玄
祐
が
、
こ
の
奇
譚
が
作
品
の
主
人
公
、
張
鎰
の
父
方
の
叔
父
、
張
仲
か
ら
直
接
聞
い
た
話
で
あ
る
と
記
す
よ
う
に
、
そ
の
具
体
的
な
記
録
は
、
読
者
に
物
語
の
信
憑
性
を
訴
え
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
子
不
語
』「
喀
雄
」
に
登
場
す
る
女
性
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
名
で
は
な
く
「
周
の
女
」
と
の
み
記
さ
れ
、
ま
た
、
登
場
人
物
に
つ
い
て
も
役
職
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
点
な
ど
か
ら
も
『
子
不
語
』「
喀
雄
」
の
虚
構
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
よ
う
。
結
　
　
語
志
怪
小
説
は
記
録
文
学
に
端
を
発
し
、
怪
異
現
象
の
継
承
を
そ
の
使
命
と
す
る
も
の
で
、
唐
代
に
は
名
称
を
変
え
て
伝
奇
と
呼
ば
れ
大
い
に
流
行
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
代
に
一
時
衰
退
し
た
志
怪
小
説
は
、
清
代
に
文
言
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
再
び
隆
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
読
者
を
強
く
意
識
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
な
展
開
を
見
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
怪
異
譚
が
興
味
本
位
の
読
み
物
と
し
て
認
識
さ
れ
、
書
き
手
の
側
も
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
著
作
態
度
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
古
く
よ
り
伝
え
ら
れ
た
怪
異
譚
を
土
台
と
し
つ
つ
も
、
読
み
物
と
し
て
の
娯
楽
性
を
高
め
、
単
な
る
怪
異
譚
の
伝
承
で
は
な
く
、
文
学
作
品
と
し
て
の
完
成
度
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
志
怪
小
説
は
新
た
な
転
換
期
を
迎
え
た
と
言
え
よ
う
。
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
七
九
小
論
で
は
、
清
代
を
代
表
す
る
志
怪
小
説
と
し
て
『
諧
鐸
』『
聊
斎
志
異
』『
閲
微
草
堂
筆
記
』『
子
不
語
』
の
中
か
ら
幾
つ
か
の
作
品
を
材
料
に
比
較
検
討
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
書
が
ど
の
よ
う
な
資
料
を
も
と
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
と
作
者
の
著
作
意
図
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
主
に
六
朝
志
怪
の
記
事
を
も
と
に
し
て
、
さ
ら
に
作
者
の
手
に
よ
る
資
料
の
編
集
と
創
作
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
創
作
に
つ
い
て
は
、
架
空
の
話
を
創
造
す
る
意
識
は
な
く
、
あ
く
ま
で
小
説
と
し
て
の
面
白
さ
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
古
く
か
ら
伝
わ
る
怪
異
譚
を
伝
承
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
依
然
と
し
て
健
在
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
新
た
な
読
み
物
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
作
者
と
し
て
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
。
清
代
志
怪
小
説
の
白
眉
と
も
い
う
べ
き
『
聊
斎
志
異
』
は
、
そ
の
記
述
に
屡
々
飛
躍
が
見
え
、
文
意
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
本
書
の
中
で
、
ま
た
は
『
子
不
語
』
等
、
小
論
で
考
察
の
対
象
と
し
た
同
時
期
の
清
代
初
期
に
書
か
れ
た
作
品
群
の
中
に
は
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
怪
異
譚
が
見
え
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
『
聊
斎
志
異
』
の
飛
躍
し
た
箇
所
を
補
う
記
述
が
あ
る
例
が
屡
々
見
つ
か
る
。
あ
ら
た
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
書
の
成
書
年
代
を
確
認
し
検
討
し
た
結
果
、
清
代
志
怪
小
説
の
作
者
の
手
元
に
は
、
世
に
広
く
知
ら
れ
た
怪
異
譚
の
資
料
が
あ
ら
か
じ
め
準
備
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
こ
の
推
論
が
正
し
け
れ
ば
、
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
過
程
を
知
る
上
で
の
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
筈
で
あ
る
。注
（
１
）
盛
時
彦
は
紀
昀
の
門
人
。
乾
隆
五
十
八
年
（
一
七
九
三
年
）
跋
。
（
２
）（『
閲
微
草
堂
筆
記　
子
不
語
』
中
国
古
典
文
学
大
系
42
前
野
直
彬
氏
解
説
（
志
怪
の
流
れ
）一
九
七
一
年
、
平
凡
社
刊
）
を
参
照
。
七
八
〇
（
３
）『
中
国
小
説
史
料
叢
書
』
所
収
『
諧
鐸
』（
一
九
八
五
年
、
人
民
文
学
出
版
社
）
に
喬
雨
舟
の
「
校
点
後
記
」
を
載
せ
て
い
る
。
中
島
長
文
氏
の
『
中
国
小
説
史
略
』
訳
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
諧
鐸
』
は
乾
隆
五
十
六
年
刻
本
の
最
も
早
い
藤
花
樹
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「『
諧
鐸
』
十
巻
（
乾
隆
五
十
六
年
序
）」
と
い
う
の
は
魯
迅
の
誤
り
で
、
本
来
十
二
巻
で
あ
る
と
い
う
。
（
４
）『
捜
神
記
』
に
は
、
他
に
も
虎
に
拉
致
さ
れ
た
話
が
見
え
る
。
陳
郡
の
謝
王
、
瑯
邪
の
内
史
と
為
り
京
城
に
在
り
。
在
る
所
、
虎
暴
れ
て
人
を
殺
す
こ
と
甚
だ
多
し
。
一
人
有
り
、
小
船
を
以
て
年
少
き
婦
を
載
す
。
大
刀
を
以
て
船
に
挿
著
し
、
暮
れ
を
挟
み
て
来
り
て
邏
所
に
至
る
。
将
に
出
で
ん
と
す
る
に
、
語
り
て
云
ふ
、
此
の
間
頃ちか
ご
ろ来
、
甚
だ
草
穢
多
し
。
君
細
小
を
載
せ
、
此
の
軽
行
を
作
す
は
大
い
に
易
か
ら
ず
と
為
す
。
邏
宿
に
止
ま
る
可
き
な
り
、
と
。
相
ひ
問
訊
す
る
こ
と
既
に
畢
は
り
、
邏
将
適
き
還
り
去
り
、
其
の
婦
、
岸
に
上
る
。
便
ち
虎
に
将も
ち
去
ら
る
。
其
の
夫
、
刀
を
抜
き
、
大
い
に
喚
き
、
之
を
逐
は
ん
と
欲
す
。
先
に
蔣
侯
を
奉
事
す
。
乃
ち
喚
き
助
け
を
求
む
。
此
の
如
く
し
て
当
に
行
く
こ
と
十
里
、
忽
ち
一
黒
衣
有
り
、
之
が
為
に
導
く
が
如
し
。
其
の
人
、
之
に
随
ふ
。
当
に
復
た
二
十
里
に
し
て
大
樹
を
見
る
。
既
に
一
穴
に
至
る
。
虎
の
子
、
行
声
を
聞
き
、
其
の
母
至
る
と
謂おも
ひ
て
皆
な
走
り
出
づ
。
其
の
人
、
其
の
所
に
即
き
て
之
を
殺
す
。
便
ち
刀
を
抜
き
、
樹
側
に
隠
る
。
住とどまる
こ
と
良やや
久
し
く
し
て
虎
、
方
に
至
る
。
便
ち
婦
を
下
ろ
し
地
に
著
き
、
倒
に
牽
き
て
穴
に
入
れ
ん
と
す
。
其
の
人
、
刀
を
以
て
腰
に
当
て
、
之
を
斫
断
す
。
虎
、
既
に
死
す
。
其
の
婦
、
故
活
す
。
暁
に
向
ひ
能
く
語
る
。
之
に
問
へ
ば
云
ふ
、
虎
、
初
め
取
れ
ば
便
ち
負
ひ
て
背
上
に
著
く
。
至
る
に
臨
ん
で
後
、
之
を
下
す
。
四
体
他
無
く
、
止
だ
草
木
の
傷
を
為
す
の
み
。	
（『
捜
神
記
』
巻
五
）
（
５
）
東
軒
主
人
『
述
異
記
』
に
、
康
煕
二
十
三
年
、
広
東
省
の
猟
師
の
話
と
し
て
、
夜
中
、
康
王
廟
で
寝
て
い
た
と
こ
ろ
、
人
語
を
話
す
虎
が
多
数
現
れ
、
神
前
に
跪
き
、
神
の
指
示
を
仰
い
だ
と
い
う
。『
中
国
古
典
文
学
大
系
』
㊷
（
注
１
を
参
照
）
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
未
見
。
清
代
志
怪
小
説
の
形
成
に
つ
い
て
七
八
一
（
６
）『
中
国
古
典
文
学
大
系
』「
聊
斎
志
異
」（
旧
版
）
藤
田
佑
賢
氏
の
解
説
（
四
三
三
頁
）
昭
和
三
十
三
年
、
平
凡
社
刊
及
び
、
汪
玢
玪
氏
『
蒲
松
齢
与
聊
斎
志
異
研
究
』
第
九
章
第
一
節
『
資
料
輯
佚
工
作
』
第
三
五
〇
頁
（
二
〇
一
五
年
、中
華
書
局
刊
）
を
参
照
。
